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PART1 光と闇が混在したダーククイーン  

 

地球の物理次元の分離もどんどん進んでい

るようです。 

2018 年 3 月には、光 51％以上の世界の

細かい分離が行われる予定ですが、地球人そ

のものの区分けはまだ少し時間がかかるよ

うです。 

 

地球の物理世界でも、まだ光 40％台の世界

に行く人と光50％台の世界に行く人がまだ

まだ混在しています。 

そのために、私達も異なる世界に行く人と深

く交わるときには、異なる世界のエネルギー

が私達に流れ込み体調に異変が生じる時も

あります。 

 

前回のアセンションブックでは、「闇とひと

つになった創造主」によって生み出された闇

の創造主達をとらえたところまでお話しを

しました。 

私達は、この宇宙に残された闇の創造主達は

これでほとんど捕える事ができたと喜んで

いました。 

 

そして地球の分離とアセンションもまもな

く終わるだろうと思っていました。 

しかし、「闇とひとつになった創造主」には、

まだこの地上に残していた創造主がいたの

です。 

それも私達が予想もしないほどの強力な力

を持った創造主でした。 

第 1 章 光と闇を併せ持つ女

帝「煌めきの創造主」 
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2 月 25 日の事、恵理さんはこのところ続い

ている頭痛に悩まされていました。 

その頭痛は、彼女の頭にしがみつく薄気味悪

いエネルギーによって起こされているよう

です。 

いつものようにスターピープル達にお願い

して、そのエネルギーを送っている存在を探

してもらったのですが、人と一体化したダー

クピープル達までは見つかるのですが、それ

以上の存在は見つける事ができません。 

 

間もなく、次の「大天使による統合と浄化の

セミナー」の準備に入らなければならないの

で、頭痛を早く治したいと恵理さんは言って

きます。 

 

この頭痛は、彼女の体調もあるかもしれませ

んが、これから行われるセミナーの妨害をす

る為に送られてくるサイキックなエネルギ

ーのような感じがします。 

私はピカフラシュと創造主でチームを組ん

でもらい、様々な次元に隠されたエネルギー

を洗い出しながら、恵理さんにエネルギーを

送っている張本人を探し出していきます。 

 

するとようやく１人の創造主の姿が浮かび

上がってきました。 

数名の創造主が、この創造主を捕えようとし

ますが、すぐに姿を消してしまい、なかなか

つかまえる事ができません。 

おそらく、私達が考えている以上の能力を持

っている可能性もありますので、第 20 評議

会の創造主の手を借りてつかまえる事にし

ました。 

 

ようやくこの創造主を捕まえる事ができた

のですが、私達はその創造主をみて不思議に

思いました。 
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その創造主は、私達が未だアセンショの事を

深く知らなかった 2015 年の秋頃、恵理さ

んと深く繋がる「輝きの創造主」を憎み攻撃

していた「煌めきの創造主」によく似ている

のです。 

しかも、この創造主は光の創造主のエネルギ

ーと闇の創造主のエネルギーをあわせ持つ

創造主のようです。 

 

私は、第 8 評議会の創造主にこの創造主の

事を知っているかと、尋ねましたが、第 8

評議会の創造主はよく知らないようです。 

私は、「闇の創造主を統治する創造主」にも

聞いてみました。 

「闇の創造主を統治する創造主」は、しばら

くこの創造主の様子を調べてから答えます。 

 

「この創造主は、かつて皆さんの宇宙の「光

の創造主」として活躍していました。 

それは、創造主大戦争が起きる少し前の事で

す。 

「始まりと終わりの創造主」は、この「煌め

きの創造主」をとても気に入って自分の仕事

を「煌めきの創造主」に手伝ってもらってい

ました。 

光の創造主である「煌めきの創造主」は、ま

だ創造主大戦争が起きる前でしたので、「始

まりと終わりの創造主」のお手伝いを喜んで

行い、彼から多くの事を学んでいました。 

 

しかし創造主大戦争が始まって「始まりと終

わりの創造主」達が闇の力を持ち、光の多い

宇宙でもその力を行使始めた時、光の創造主

である「煌めきの創造主」は、闇の力をまと

って強力なパワーを持つ事になった「始まり

と終わりの創造主」にますます惹かれていき、

彼らと共に行動するようになったのです。」 
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「それでは、この「煌めきの創造主」は、も

ともと私達の宇宙の光の創造主だったとい

う事ですね。」 

 

「その通りです、彼女はもともと皆さんの宇

宙の第 1、第 2 評議会に属していました。 

その頃はまだ、大きな力を持たないまだ若い

創造主でした。 

彼女は「始まりと終わりの創造主」が闇に飲

みこまれた後も、「闇とひとつになった創造

主」の指示を受けていくつもの宇宙で、彼の

代わりに働いていました。 

そして長い時間が経つ間に、闇の力を得てあ

の当時の「始まりと終わりの創造主」に近い

能力を得るに至ったのです。」 

 

「それでは今の評議会で言うと、第 16 から

第 18 評議会に値する能力を持っていると

ういうのですか。 

彼女は、私達の宇宙でどのような事をしてき

たのですか。」 

 

私は、光の創造主の 1 人が自らの意思で闇

の創造主になってしまった事。 

そして闇の創造主でありながらも、光の創造

主の側面を持っているという事に戸惑いを

感じています。 

 

「彼女はいつも「闇とひとつになった創造主」

の力を借りて闇の中に存在していますので、

私も彼女が行った事についてはよく知らな

いのです。 

これから第 20 評議会が、彼女が行った事を

詳しく調べるでしょう。 

ただ、彼女は光の創造主と闇の創造主の２つ

の面を持っているので、光の創造主の中に紛

れ込み、光の創造主達を洗脳してコントロー

ルする事を得意にしていました。 
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皆さんの宇宙だけでなく、他の宇宙でも、彼

女は光の創造主達に取り入って、創造主達を

闇の世界に引きずり込んだ事が何度もあり

ます。 

とても厄介な存在だと言えるでしょう。」 

 

「という事は、恵理さんにつながる「輝きの

創造主」を罠にかけて攻撃していた「煌めき

の創造主」は彼女だったのですか。」 

「おそらく彼女が作り出した光と闇を併せ

持つ創造主の 1 人だったのでしょう。」 

私は、その当時起こった「輝きの創造主」と

「煌めきの創造主」の小競り合いが仕組まれ

ていた事だったのだと理解しました。 

 

私達が 会話をしている時、ロッド星人が私

に緊急の報告に来ました。 

「TAKESHI さん、「煌めきの創造主」は、

恵理さんを通して皆さんの世界に光40％台

の闇のエネルギーを急激に流し込もうとし

たようです。」 

 

「そうなると、どうなるのですか。」と私は

尋ねました。 

「大量の光40％台の世界のエネルギーが光

50％の世界に流れ込むと、その世界のエネ

ルギーがアンバランスになってしまいます。 

最悪の場合、その影響でアセンションの分離

の壁が崩壊したり、世界そのものがバランス

を崩して爆発する恐れもあります」 

 

 

 

PART2 世界を無に帰す「煌めきの創造主」 

 

私は、ロッド星人の話しを聞いて、「煌めき

の創造主」が大変な事を計画していた事に気

付きました。 
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その詳細をしらべるために、第 20 評議会の

創造主に「煌めきの創造主」をどうしたか尋

ねてみました。 

 

第 20 評議会の創造主は、私達の前にすぐに

あらわれ今回の件を報告してくれました。 

「TAKESHI さん、皆さんのおかげで「煌め

きの創造主」を捕まえる事が出来ました。 

大変ありがとうございました。 

私も、この創造主が「闇とひとつになった創

造主」と共に働いている事は分かっていたの

ですが、彼女を捕まえる事が長い間できなか

ったのです。」 

 

「本当に捕まえる事ができてよかったです

ね。 

それで、彼女が行った事を調べる事ができま

したか。 

調べが終わったらこの創造主は光に返すの

ですか。」 

 

「取り調べはなかなか進みませんし、ひとつ

厄介な問題がおきたのです。 

私達としては取り調べが終わったら「煌めき

の創造主」を光に返したいのですが、「煌め

きの創造主」は、物理世界の人々と深く繋が

っており、人々から必要とされているために

光に返す事が出来ないのです。 

彼女は、地球の物理世界の事も良く知ってい

ますので、捕まえられた時のために、色々な

準備をしているようです。」 

 

「なるほど、確かに闇の創造主達は、物理世

界の事を良く研究していますので、そのよう

な事をよくしてきます。 

一度、私に話しをさせてもらえませんか。」 

「もちろんです、宜しくお願いします。」 
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「「煌めきの創造主」よ、あなたは、もとも

とは光の創造主だったようですが、なぜ闇の

創造主になってしまったのですか。」 

「煌めきの創造主」は、私の言葉を聞いて高

笑いをしました。 

 

「私は、光でも闇でもなく、その両方の力を

持つ特別な創造主です。 

皆さんをはじめ、皆さんの宇宙の創造主達は、

そのような事も理解できないほど愚かな存

在なのです。」 

 

「それでは、私達を通して、光 40％台のエ

ネルギーを私達の世界に流し込み、私達の世

界を崩壊させようとしたのはなぜですか。」 

「煌めきの創造主」は、私をみて笑います。 

 

「あなたが、光の創造主達の期待の的である

TAKESHI さんですね。 

思ったより小さくて愚かな存在ね。 

私にとって、光の世界も闇の世界も、もうす

でに古臭くなった廃墟のような世界だから、

両方を壊して新しい世界を作るのです。 

 

あなた方の世界も闇が多い世界も、ルールだ

らけで自由な創造が出来なくなっています。 

そこに生きる創造主も人々もみんながちっ

ぽけでつまらない存在ばかり、こんなできそ

こないの宇宙なんて意味がないという事が

あなたには分からないようね。 

私は、これらの世界を新しい力で再生させて

みせましょう。」 

 

そういって彼女は、甲高い声で笑います。 

私はそのヒステリックな笑いに、彼女の狂気

とカオスのような深い闇を感じます。 
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「「煌めきの創造主」よ、そうなると私達だ

けでなく多くの人の生命が失われてしまい

ます。 

あなたは、地球の人々があなたの事を求めて

いると言われましたが、そのような人々の命

も失われてしまう可能性もあるのですよ。」 

 

「そんな事は、分かり切っています。 

私を求める人は、私の世界で生きていけばよ

いのです。 

そこにはパワーも豊かさもすべてそろって

います。」 

 

「あなたは、多くの人が自分を必要としてい

ると言いましたが、それは本当の事ですか。 

あなたが、地球人をマインドコントロールし

ているだけではないのですか。」 

 

「いいえ、地球人の本質は欲望です。 

他人を支配したり、自分が豊かになるために

多くの物を手に入れたり、奪ったりする事は、

地球人が望む事なのです。 

それは地球人の本性といっても良いかもし

れません。 

私は、地球人の本性が求めるものを与え続け

ているにすぎないのです。 

その証拠に、地球人は私達を讃え、私達をさ

らに求めてくるのです。」 

 

「いや、それは違います。 

皆さんが、地球人の欲望を掻き立てるために

様々なものを与え、彼らの意識をコントロー

ルしているのです。 

本来は、地球人はスターピープルに進化する

ために、地球に生み出された種族でしたが、

皆さんが地球人の進化を妨げ、競争心や戦う

心を植え付けたのです。」 
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「たとえそうだとしても、それがいけないの

ですか。 

欲望にみちた世界を選択したのは、まさに地

球人なのですよ、私達に責任はありません。」 

「煌めきの創造主」は、私を馬鹿にするよう

に嘲笑いました。 

 

「もしあなたが、地球人をコントロールして

あなたが与えるものを欲しがるようにして

いたのなら、それは創造主としてのルールに

反する事です。 

そのような事をあなたが行っていれば、あな

たは光に返される事になりますが、良いです

か。」 

 

「私は、あなた方の古臭いルールに従うつも

りなど全くありません。 

あなた方は上位の創造主にとっては、ただの

操り人形です。 

操り人形は、操り手に従う事しかできません。 

私は、皆さんと違って操り人形などではない

ので、皆さんが私を光に返す事などはできま

せん。」 

 

これでは、いくら話しをしても無駄のような

気がします。 

私は目を閉じ、どうしたらよいか、考え始め

ました。 

その時、私の口から思いがけない言葉が出て

きました。 

 

「皆さん、この「煌めきの創造主」に、「宇

宙の根源の愛」を送ってあげてください。 

そして彼女の心を癒し、愛でみたしてくださ

い。」 

「煌めきの創造主」は、私が言った言葉を鼻

で笑っていますが、その場にいた創造主達は、
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「煌めきの創造主」に対して「宇宙の根源の

愛」を送り始めました。 

 

その時、私のハートを貫いて力強い愛のエネ

ルギーが「煌めきの創造主」に送られていき

ます。 

私は、この愛のエネルギーは、今まで会った

事もない第 21 評議会の創造主の光である

と直感しました。 

 

「宇宙の根源の愛」のエネルギーに満たされ

た「煌めきの創造主」に変化が起こりました。 

「煌めきの創造主」の内側から、どす黒い闇

のエネルギーが抜け出していくのです。 

私の事をあざ笑っていた「煌めきの創造主」

の口元が苦痛にゆがみます。 

 

「煌めきの創造主」は、体をねじりながら自

分の体から闇のエネルギーが抜け出さない

ように体を抑えようとしていますが、彼女の

体から闇のエネルギーは抜け出し消えてい

きました。 

 

そのあとに残った「煌めきの創造主」は今ま

での傲慢さが消えた清らかな創造主です。 

おそらく闇のエネルギーが「煌めきの創造主」

のスピリットを捉えていたのでしょう。 

「煌めきの創造主」は、我に返ると自分が行

ってきた事に驚いています。 

 

「煌めきの創造主」は、自分のスピリットが

闇のエネルギーに捉えられていたとしても、

それは自分が望んで行ってきた事なので、自

分が行った事を覚えているようです。 

 

「私は、とんでもない事を長い間行ってきま

した。 
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皆さんの宇宙だけでなく多くの宇宙に対し

て大変な迷惑をかけてしまいました。 

創造主やスターピープル達をだまして破壊

的な行為を行なわせてきました。 

自分が行った事を皆さんにいくら謝っても

取り返しがつきません。 

どうか、私を光に返してください、お願いし

ます。」 

 

先ほどまでの「煌めきの創造主」とは、まっ

たく別人のような変わり方です。 

本来の「煌めきの創造主」は、このように素

直な創造主だったのでしょう。 

彼女は自分が行った事の重圧に耐えきれず、

光に戻る事を懇願しているようです。 

第 20 評議会の創造主も、彼女の願いを認め、

「煌めきの創造主」は光に帰っていきました。 

 

私達は、彼女が光に帰った事で、彼女が今ま

で行ってきた事が明らかになりますので、そ

の処理を行わなければなりません。 

いったい彼女が、地球の物理世界でどの様な

仕組みを作っていたのか、調べなければなり

ません。 

そして、彼女から闇のエネルギーを取り去っ

た第 21 評議会の思惑とは何か、気になりま

す。 

 

その時、突然「闇とひとつになった創造主」

の姿が浮かび上がりました。 

彼は「煌めきの創造主」を失った事をとても

悔しがっていました。 

自分が育て上げて、自分の代わりに闇が多い

宇宙を統治していた大切な部下を私達に奪

いとられた事を怒っているようです。 

私達は、背筋に寒気を覚えました。 

これから何が起こるのか、心配です。 
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PART3 ダークピープルの種と裏の地球 

 

翌日に、大天使達のセミナーを控えた前日。 

いつものように恵理さんを強い頭痛が襲い

ます。 

おそらく「煌めきの創造主」が光に帰った事

で、残されたダークピープル達が私達に対し

て反撃に出たようです。 

 

恵理さんが痛みに耐えかねて横になってい

るときに不思議な夢を見ました。 

それは男性の産婦人科の医師が、恵理さんを

自分の病院に連れて行こうとしているので

す。 

私達はもうすでに、次の子供を産む病院は決

めていますので、異なる病院に行く事はない

のですが、夢で誘われるという事は、スピリ

チュアル・レベルで何かしらの問題が起きて

いるようです。 

 

私は、スターピープル達にお願いして、恵理

さんの夢を調べてもらいます。 

「TAKESHI さん、恵理さん、やはりこれは

ダークピープル達の仕組んだ罠でした。 

この医師が案内しようとした病院は、生まれ

たばかりの子供達にダークピープルの種を

入れるための施設だったのです。 

ここで生まれた子供達は、すべて将来ダーク

ピープルになるように仕組まれていました。 

スターピープルとしての資質を持っている

子供は特に厳重に管理され、スターピープル

としての資質をうばわれていました。」 

 

これは現実世界でも起こっている事のよう

です。 

子供が生まれたときに、産婦人科の医師や看

護師を通してダークピープルが子供達に関
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わり、子供達をダークピープルになるように

仕組んでいくのです。 

そのような子供達は大きくなるにつれてダ

ークピープルとしての要素が出てきます。 

とても自己中心的で乱暴な子供や頭は良い

けれど冷酷な子供達に育っていく可能性が

あります。 

 

「ロッド星人、彼らはどの様なダークピープ

ルの種を入れているのですか、」と私はたず

ねました。 

 

「以前、私達は同じような事を行う施設を見

つけました。 

その時は、闇のナソール人達の種を子供達に

入れてナソールチュードレン達を作り上げ

ていたのですが、今回は、その時とは異なる

ようです。 

 

私達も良く知らないダークピープルで、あま

り感情を持たずに行動するタイプのようで

す。 

彼らの事は、これからよく調べないと、ダー

クピープルの種を入れられた子供達が将来

どうなっていくか予測がつきません。」 

 

「これもあの「煌めきの創造主」が作り上げ

た物でしょうか。」 

「おそらく、間違いないでしょう。 

彼女が光に帰った事で、彼女が隠していたも

のがどんどん明るみにでてくるとおもいま

す。」 

 

「という事は、このように子供達にダークピ

ープルの種を入れて、地球人をダークピープ

ルにしたうえで、自分達を必要とさせていた

のならば、それは創造主としてもルール違反

ですよね。」 
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「「煌めきの創造主」は、きっとこの事も隠

し通せると思っていたのでしょう。 

そして「煌めきの創造主」はいくつもの宇宙

に関係していますので、私達が知らないダー

クピープルの種を使えば、私達に見つからな

いと考えていたようです。」 

 

「そうすると、どの世界からこのダークピー

プルの種を持ってきたのかも調べないとい

けませんね。 

このような施設はまだほかにもありますか。」 

 

「仲間達が調べていますが、相当な数に上っ

ているようです。 

そしてそれぞれの施設には、多くの子供達や

地球人のスピリットが捉えられていますの

で、大天使達とも協力し合って、スピリット

の解放をおこなっているところです。」 

 

暫くするとロッド星人から緊急の連絡が入

りました。 

「TAKESHI さん、大変な事が分かりました。 

ダークピープルの種を入れていた施設をし

らべ、このダークピープルの種の元となった

ダークピープルをさがしていた所、地球と同

じような世界が別に作られていた事が判明

しました。 

すぐにこちらに来てください。」 

 

私も予想外の展開に驚き、創造主達を伴って

すぐにロッド星人のもとに行きました。 

すると、そこには不思議なゲートが隠されて

おり、その向こうには地球の光 40％前半の

世界に良く似た世界が開かれていました。 

「これは「煌めきの創造主」が作り上げた物

でしょうか。」と、私は尋ねます。 
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「おそらく、「煌めきの創造主」が作った物

に間違いはないでしょう。 

光40％台のスターピープルに調べてもらっ

たところ、ダークピープルの種を生みだした

ダークピープル達も沢山いましたし、ここに

連れてこられた地球人の多くがダークピー

プル化していました。 

もしかしたら、光をもった地球人達がこちら

に連れてこられてダークピープルとして育

てられた後に、今迄の地球に返されていたの

かもしれません。」 

 

創造主達も中に入って調べているようです

が、かなり大掛かりな世界がこっそりと作ら

れている事に驚きを覚えています。 

「しかし、これだけの世界が今まで見つから

なかったというのが不思議ですね。」 

 

「おそらく「闇とひとつになった創造主」と

「煌めきの創造主」が協力して隠していたの

でしょう。 

この世界に捕らわれた人達の救出が終わっ

たら、この世界はすぐにでも光に返したいと

創造主が言っていました。」 

とロッド星人が答えました。 

「そうですね、そうしたほうが良いでしょう

ね。」と、私も同意します。。 

 

この日は、「大天使による浄化と統合のセミ

ナー」の開催日です。 

その前日から、「煌めきの創造主」が残した

様々な仕組みを洗い出し、片付けていたので

すがセミナーの中でも、「煌めきの創造主」

が作り出した大きな罠に直面する事になり

ました。 

 

それはセミナー参加者の過去世をしらべて

いた所、その過去世を送っていた時に、彼女
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のスターピープルとしてのスピリットが捕

えられていた事が分かったのです。 

 

スターピープルのスピリットを持つ人は、他

の星々から地球人の意識進化をサポートす

る為に地球人に生まれてくるのです。 

しかし、今迄の闇が深い地球では、その様な

スピリットを持っている人は、通常の地球人

と比べても各段に大きい光を持っています

ので、ダークピープル達にすぐに見つかって

しまいます。 

 

そして、スターピープルとしての仕事ができ

ないように、大切なスターピープルとしての

スピリットや光を奪い取られ、本来持ってい

る能力も使えなくなってしまいます。 

もちろん自分の使命や役割りも忘れて、ただ

の地球人として生きていく事になります。 

ひどい場合には、ダークピープルの種を入れ

られ、ダークピープルとして働かされる時も

あります。 

 

私は、スターピープル達に、セミナー参加者

のスピリットを取り戻す事と他の人達のス

ピリットも捕えられていないか調べ、捕えら

れていれば全ての人のスピリットを開放す

るようにお願いしました。 

 

多くのスターピープル達が、セミナー参加者

が捕えられていたゲートを通って闇の世界

に入って行きました。 

暫くすると太陽種族のフレッド達が報告に

やってきました。 

 

「TAKESHI さん、ここに張り巡らされてい

た罠は、地球にサポートに来た優秀なスター

ピープル達をとらえるための罠でした。 
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多くのスターピープル達のスピリットが捕

えられていましたが、その多くが地球にサポ

ートに入ったまま姿を消してしまった者達

ばかりでした。 

彼等のスピリットが発見できて、それぞれの

星のスターピープル達は大変喜んでいます。」 

 

「やはりこれも「煌めきの創造主」が作った

罠なのでしょうか。」 

「そうでしょうね、彼女は力を持った創造主

ですので、このくらいの事は簡単にやり遂げ

ます。 

とても古い時代から今に至るまで、地球にや

ってきたスターピープル達を捕え、隠し続け

てきたのは、彼らの闇の力によるものでしょ

う。 

 

しかし、「煌めきの創造主」が光に帰ったお

かげでこの場所も見つかり、スターピープル

達のスピリットを取り戻せた事はとてもよ

かったです。 

地球が完全にアセンションしてしまえば、こ

の場所を見つける事も出来なかったでしょ

う。」 

 

私達は、このほかにも「煌めきの創造主」に

よって操作を受けているダークピープル達

のサイキックアタックを受けながらも「煌め

きの創造主」が今迄に仕掛けていたいくつも

の罠を解除して、捕えられていたスピリット

達を開放していきました。 
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PART1 闇の創造主からの攻撃 

 

私達は、3 月になってからも「煌めきの創造

主」が仕掛けた罠を突き止め、そこに捕らわ

れていたスピリットを開放し続けましたが、

私達もその都度、彼等からのサイキックアタ

ックを受けて疲れ果ててしまいました。 

特に恵理さんは、頭痛や腰の痛みに悩まされ

ていたようです。 

 

そしてある夜の事、私と子供の美輝は、悪い

夢にうなされていました。 

それは、光 40％台前半の世界を彷徨いなが

ら歩いている夢です。 

私達は、目が覚めるとすぐにスターピープル

達を呼びだし、昨夜見た夢を分析してもらい

ました。 

おそらく私達のスピリットの一部が奪われ

た事に間違いはないようです。 

 

スターピープル達も、私達のスピリットが奪

われないように守護をしていたようですが、

突然大きなエネルギーが襲ってきて、彼らの

動きを封じたようです。 

 

これは、闇の創造主が関わっている事ですの

で、スターピープルや大天使の力ではかなう

はずも有りません。 

私は創造主の手助けをもらって、スターピー

プルと共に私達のスピリットがどこに連れ

去られたか調べる事にしました。 

 

第 2 章 「闇とひとつになっ

た創造主」の最後 
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「流れをつくる創造主」に来てもらい、私達

の時間をさかのぼってもらうと、私達のスピ

リットを奪ったダークピープル達が見つか

りました。 

 

ダークピープル達の後をつけると、彼らは大

きな白い渦巻の中に消えていきました。 

きっと、その渦巻は闇の創造主によって作ら

れたエネルギーでしょう。 

私は「闇の創造主を統治する創造主」に来て

もらい、この渦巻のエネルギーを調べてもら

います。 

 

「TAKESHI さん、この渦巻を作り

TAKESHI さん達のスピリットを隠してい

た創造主が見つかりました。 

この創造主は「闇とひとつになった創造主」

が作り出した創造主の 1 人です。 

彼が、ダークピープルを操り TAKESHI さ

ん達のスピリットを捕えたようです。」 

 

「この創造主は古い創造主ですか。」 

「いえ、生みだされて 2～3 年しかたってい

ません。 

比較的新しい創造主で力もさほど強くない

ようですが、物理世界に近い創造主です。」 

 

「それでは、すぐに光に返せますか。」 

「この創造主は正当な創造主ではないので、

光に返す事が可能です。 

そして TAKESHI さんと美輝さんの奪われ

たスピリットもすぐに取り戻してきます。」 

「闇の創造主を統治する創造主」はそういっ

て消えていきました。 
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PART2 「闇とひとつになった創造主」の

最後の抵抗 

 

しかしながら、このような事が 2 月の後半

から毎日のように起こっているのです。 

おかげで、もうこの時期には完全に終了して

いなければならない物理世界の分離が、また

遅れてしまいました。 

 

私は、第 20 評議会の創造主に提言しました。 

「第 20 評議会の創造主よ、もうこの辺で

「闇とひとつになった創造主」と決着を付け

ませんか。 

このままではあらゆる形で妨害が行なわれ、

アセンションの終了時期が遅れるばかりで

す。 

皆さんにとっても「闇とひとつになった創造

主」を野放しにしたままでは、自分達の責任

を果たす事ができないのではないでしょう

か。」 

 

第 20 評議会の創造主はしばらく考えた後、

重々しく口を開きました。 

「そうですね、私達は創造主の学びのために

「闇とひとつになった創造主」をそのまま残

していましたが、彼はやり過ぎたようです。 

そろそろ「闇とひとつになった創造主」を光

に返す時が来たようです。」 

 

第 20 評議会の創造主の言葉が発せられる

と同時に、多くの創造主に緊張が走りました。 

これから、創造主大戦争以来続いていた光と

闇の争いが終結を迎えようとしているので

す。 

 

第 20 評議会の創造主の言葉が各評議会に

伝えられると全ての創造主が集まってきま

した。 
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これから何が起きるのか誰も分かりません

が、創造主達は沈黙し、自分の内側に光を満

たしています。 

 

「それでは始めましょう。 

第 1 評議会の創造主から順番に、私達の宇

宙を覆っている闇に光を満たしていってく

ださい。」 

第 20 評議会の創造主がそのように言うと、

第 1 評議会の全ての創造主が自分の内側に

満ち溢れてきた光を宇宙全体に向かって放

ち始めました。 

様々な場所で、闇と光がぶつかり合ってたく

さんの火花が散っています。 

 

つづいて第 2 評議会、第 3 評議会の創造主

が宇宙に光を満たし始めました。 

スターピープル達も、創造主達に協力するよ

うに「宇宙の根源の愛」を、闇のエネルギー

が満ちている場所に向けて送り始めました。 

 

更に第 4 評議会、第 5 評議会、第 6 評議会

と光の渦が宇宙の次元をさかのぼっていき

ます。 

私達の宇宙が物理世界から始まって高次の

世界まで、輝くばかりの光で満ち溢れていき

ます。 

 

そして第 18 評議会のところまで来ると、闇

の中から大きな影の様な存在が浮かび上が

ってきます。 

影は苦しそうに悶えながら、闇のエネルギー

の中からふらふらと出てきました。 

 

この影こそが「闇とひとつになった創造主」

の本体のようです。 

闇が光に満たされた為に、闇の中にとどまる

事ができずに、闇の中から出てきたのです。 



 
 

24 

その姿を見た第 20 評議会の創造主は、闇か

ら這い出てきた創造主に、強い光を当て、彼

を光に返そうとしました。 

 

するとその瞬間、「闇とひとつになった創造

主」は自分自身の体の中から無数の闇のエネ

ルギーを放出したのです。 

第 20 評議会の創造主は、「しまった！」と

叫びました。 

 

「闇とひとつになった創造主」は光に返され

る直前に、自分の分身のエネルギーを無数に

放出したのです。 

そして意地汚く笑うと第 20 評議会の創造

主の光の中に溶けていきました。 

 

「闇とひとつになった創造主」から放出され

た闇のエネルギーは、各評議会の創造主によ

って捕えられて光に返されましたが、かなり

の数の闇のエネルギーが地球の物理世界に

まで落ちていきました。 

 

「一体何が起きたのですか。」と私は尋ねま

した。 

第 20 評議会の創造主が私の問いに答えて

くれました。 

 

「「闇とひとつになった創造主」はやがて、

自分が光に返される事を予測して、自分の意

思とエネルギーを無数に分割して、この宇宙

に放出する事を計画していたようです。 

彼の意思とエネルギーは、皆さんの宇宙に入

り込み、光と闇のバランスを大きく狂わせま

す。 

 

そして、彼が生み出した闇の創造主やダーク

ピープル達に力を与える事でしょう。 
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物理世界では、まだ闇の創造主がたくさん隠

れているので「闇とひとつになった創造主」

の力と意思を受け継いだ創造主が、これから

何を行うか心配です。」 

 

「冗談じゃない、何が起きるかわからないな

んて。」と私は怒り口調で言いました。 

彼等が狙うターゲットは私達に決まってい

ますので、これからは大量に降り注ぐ矢の様

なサイキックアタックが来る事は間違いな

いようです。 

 

私達は、放たれた多くの闇のエネルギーをき

れいにするために、今度は高次元の宇宙から

光を降ろしていきました。 

第 20 評議会の光を第 19、18．17 評議会

へとおろしていきます。 

そして第 16 評議会からどんどんと下の評

議会に流れ込んでいきます。 

 

やがて第 20 評議会の創造主の光は、第 1、

第 2 評議会まで届いたようです。 

私達の宇宙が美しい光で彩られていきます。 

「闇とひとつになった創造主」が放ったエネ

ルギーもスピリチュアル・レベルにとどまっ

ているものは創造主の光によって消えてい

きました。 

 

しかし、同じ闇のエネルギーでも、物理世界

に入り込んだものは、物理世界で処理するし

かないようです。 

 

もうすでに、闇の創造主によって取り込まれ

たものもありますので、これから起こってく

る事を解決しながら、放たれた闇のエネルギ

ーを片付けていくしかありません。 
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PART3 レムリアの子供達のエネルギー

を奪い続ける創造主 

 

3 月になるとセミナーの開催も増えてきま

した。 

創造主とスターピープル達は、セミナーに参

加する人のゲートを利用して、捕らわれたス

ピリットを取り戻しながら、闇に落ちた創造

主のエネルギーを処理していくようになり

ました。 

 

8 日に行われたセミナーもそうでした。 

私達は数日前から、頭痛や花粉症の症状がと

てもひどくなり生活や仕事に負担がかかっ

ていました。 

調べてみると、やはり闇の創造主達が、セミ

ナーを行う事で、光の世界に向かう人が増え

る事を妨害するために、私達にサイキックア

タックをしかけてきているようです。 

 

私達は、自分達に送られてくるエネルギーを

調べますが、ダークピープル達までは浮かび

上がってくるのですが、その後ろ盾となって

いる闇の創造主がなかなか見つかりません。 

いくつもの次元をしらべるために、それに適

応したピカフラシュを送り込んだり、創造主

の光を満たしたりしましたが、恵理さんの頭

の中は真白くなり、私達に追跡を許さないよ

うです。 

 

しかし、しばらくすると１人の創造主の姿が

浮かび上がってきました。 

それは女性的なエネルギーをまとった存在

ですが、邪悪な闇のエネルギーに満ち溢れて

います。 

私は「闇の創造主を統治する創造主」にこの

存在を知っているかと尋ねました。 
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「この創造主は正当に作られた創造主では

なく「闇とひとつになった創造主」が、勝手

に作り出した創造主である事は間違いない

ようです。 

たしか、自然気象を操り地震や火山噴火を引

き起こす創造主のようです。」 

 

「それならば、花粉症の影響を大きくする事

もできるのですか。」 

「それはできるかと思いますが・・・」創造

主は私の質問に苦笑いをしています。 

 

「本来の創造主でなければ、この創造主を光

に返す事はできるはずですね。 

この創造主によって本来起こる必要のない

地震や津波が起こって多くの人達が犠牲に

なる可能性も大きいでしょうから、今のうち

に処理しておいたほうがよさそうですね。」 

 

「私達もそのようにしようと思っているの

ですが、この創造主は現実世界の人々と深く

繋がっているために、光に返す事が出来ない

のです。」 

私は、彼女達の巧妙な手口の前に、しばらく

沈黙してしまいました。 

 

「それでは、この創造主の能力を抑える事は

できますか。」 

「わかりました、そのくらいの事はできるで

しょう。」といって「闇の創造主を統治する

創造主」は消えていきました。 

 

その翌日の電話セミナーでの事。 

セミナーを受けてくださっている A さんの

スピリットを調べていると、一つのスピリッ

トがスピリットの統合を拒んでいる事が分

かりました。 
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そのスピリットは、私達に自分は今のままで

は統合できない、やらなければならない事が

あるために、私達に手伝ってもらえないか、

と伝えてきました。 

これは何か大変な問題が隠されているよう

です。 

 

私達は、そのスピリットと共に過去にさかの

ぼりました。 

するとそこはレムリア文明の時代です。 

このスピリットは、その時代にレムリアの神

官の若き見習いとして生きていました。 

 

神官達を訓練する学校で多くの仲間達と共

に、楽しく学びをおこなっていたようです。 

しかしその頃はもうすでにアトランティス

の侵略が各地で行われていた頃ですので、学

校とはいえ安全ではありません。 

 

そして彼が学んでいた学校にもアトランテ

ィスの兵士達が突然現れ、多くの神官や神官

見習いの子供達を捕えていきました。 

A さんのスピリットも捕えられ、仲間と共に

アトランティスへと連れて行かれたのです。 

 

そこで多くの神官達が拷問を受け、アトラン

ティスの神官になり、アトランティスが戦い

で勝利するように祈る事を求められました。 

そして神官見習いの子供達も洗脳を受け、ア

トランティスの神官として活躍するように

強制されました。 

 

しかしすべての神官や神官見習いがアトラ

ンティス側についたわけではありません。 

半数に満たない数ですが、アトランティスの

神官になる事を拒み続け、抵抗を続けた者達

もいました。 
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アトランティスの兵士達は、抵抗を続ける者

を牢から引出し、他の神官達の前で虐待を行

ってアトランティスの神々への生贄として

殺していきました。 

アトランティスに抵抗を続けた神官達も、そ

の光景を見て、恐怖のあまりアトランティス

の言いなりなる者も出てきました。 

 

しかし、アトランティス側の神官になった者

も、決して無事だったわけではありません。 

もともとレムリアの神官だった者達は、アト

ランティスの神々のために、その光や生命力

をどんどん奪われていきました。 

そして弱った者から生贄にされていったの

です。 

 

その光景はまさに地獄の様な有様です。 

レムリアから連れてこられた者は、生きてい

ても死んでいても、そのスピリットを捕えら

れたまま苦痛の人生を味あわされたのです。 

 

A さんのスピリットは、その地獄から辛うじ

て抜け出して様々な人に助けを求めたので

すが、闇の創造主達の手によってその場所は

隠され、助ける事ができませんでした。 

そのために A さんのスピリットは残された

仲間達を思い、自分だけが逃げ出した事に対

して大きな罪の意識を感じていました。 

A さんはこのスピリットの影響で、自分を責

める過去世をいくつも体験するようになっ

たのです。 

 

私達は、A さんのスピリットの導きによりよ

うやくその場所を見つけ出しました。 

そして、光の創造主やスターピープル、大天

使達の力を借りて、その場所に捕えられたま

まのスピリットを解放する事にしました。 
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スピリットの中には、恐怖のために身動きが

出来ないスピリット達も沢山いました。 

そしてここに閉じ込められていたスピリッ

トの多くが地球以外の星から来たスターピ

ープル達のスピリットでした。 

このような施設は、アトランティスの各地に

あり、そのすべてが「闇とひとつになった創

造主」から生み出された創造主によって管理

されていたのです。 

 

しかし「闇とひとつになった創造主」が光に

返された事により、彼が作り上げた仕組みも

少しずつ明らかにされていきました。 

「闇とひとつになった創造主」が最後に放っ

た闇の力によって、残されていた闇の創造主

達も力を増しましたが、彼が作った罠やスピ

リットを捕える仕組みそのものは明らかに

されていきました。 

 

「TAKESHI さん、昨日現れた「自然気象を

コントロールする創造主」のエネルギーの源

もここにありましたよ。 

彼女達、闇の創造主は、人々を生贄として自

分に捧げさせる事により、物理世界の人々と

深いつながりを作っていたようです。 

そしてレムリアの犠牲となった人々のスピ

リットの光を、闇の創造主達が活動する原動

力にしていたようです。」 

 

この場所が見つかり、彼らのエネルギーの源

となった人々のスピリットも解放されまし

たので「自然気象をコントロールする創造主」

も光に返す事ができます。 

これで、私達の体の症状も和らぎ、アセンシ

ョンの活動に専念できます。 

しかし、レムリアの神官達の苦しみを考えれ

ば、花粉症の症状ごときで創造主に文句を言

う私も情けないですよね。 
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PART4 人々の潜在意識を操る場所 

 

私達は、セミナーに参加してくれる様々な人

のゲートやスピリットのつながりを通して

「闇とひとつになった創造主」達が、この地

球で行ってきた事を解決していく事をおこ

なっています。 

 

次の話もセミナーで行った出来事です。 

セミナー参加者である T さんのスピリット

の状態を調べていた時に、統合できていない

スピリットの一部がある事に気付き、そのス

ピリットを探し求めていると不思議な世界

に迷い込みました。 

 

そこでは多くの人々が規則正しく整列して、

頭上にある大きなスクリーンを見ています。 

そのスクリーンには文字や絵が映し出され

ているようですが、その内容は分かりません。 

ただ整列している人々は、そのスクリーンを

食い入るように見ています。 

 

私はスターピープル達に、ここはどの様な場

所なのか調べてもらう事にしました。 

しばらくするとロッド星人や太陽種族のフ

レッド達が戻ってきました。 

 

「この世界には、私達はもう入れないので光

40％台の世界のスターピープルや創造主に

調べてもらったところ、この場所は、人々の

潜在意識と深く繋がっている場所のようで

す。 

今までこのような場所は無かったのですが

突然現れて、光 40％台の創造主も驚いてい

るようです。 

おそらく「闇とひとつになった創造主」によ

って隠されていた事は間違いないようです。」 
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私は、光 40％台の世界を統治する「闇の創

造主を統治する創造主」を呼び出しました。 

「あなたはこの場所の存在や意味を知って

いましたか。」 

 

「いえ、私もこのような場所がある事さえも、

気づいていませんでした。 

しかし、光 40％台の世界の人達の多くが、

同じような考えを持ち、意識をコントロール

されている事には、何か裏があるのではない

かと思っていました。」 

 

「この場所は、人々の潜在意識と深く関係が

あるようですが、この場所といつも恵理さん

を攻撃してくる人々の潜在意識のエネルギ

ーとは何か関係がありますか。」 

 

「私も、その事に関してはまだよく分かりま

せんので調べてみたいと思います。」 

「創造主よ、この場所には、まだ私達が見つ

けていない闇の創造主が隠れているのでは

ないですか。」 

 

「闇の創造主を統治する創造主」は少し困っ

たような顔をしています。 

「ここに集まっている人は、自分達の意思で

集まっているようにも見えますが、どうなの

でしょうか。 

闇の創造主が関わっているかどうか、すぐに

調べましょう。」 

 

「闇の創造主を統治する創造主」には、まだ

この施設の全容がつかめていないようです。 

私は意識を集中して、この施設を少し離れた

場所から見てみました。 

するとこの施設から多くのエネルギーライ

ンが出て異なる場所に繋がっている事が分

かりました。 
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そのラインが繋がっている先には、別の世界

があり、そこにも多くの人々のスピリットが

あります。 

別のラインも、それぞれ異なった世界に通じ

ており、そこにも同じようにたくさんのスピ

リットがいます。 

 

巨大スクリーンがある場所とそれぞれの世

界の関係をしらべてみると、巨大スクリーン

がある場所は、それぞれの世界の代表者達が

集まっている場所である事が分かりました。 

各世界の代表者達（もしくは連絡係）が集ま

った場所で、巨大スクリーンに様々な指示が

写し出され、代表者から彼の世界に属してい

る多くのスピリット達にその指示が伝えら

れているようです。 

 

これは光40％台に生きている人々の潜在意

識を、この場所でコントロールしていくため

の施設だったのです。 

このような仕組みがあったのでは、スターピ

ープル達が、人々の感情を解放して意識の成

長を計ろうと思っても無理なはずです。 

彼らの潜在意識は全てコントロールを受け

ていたのです。 

 

今回電話セミナーを受けてくださった方だ

けでなく、多くの人達の潜在意識がこの場所

から送られてくる指示に大きな影響を受け

ています。 

自分が本当にやりたい事や自分に合ったス

タイルで生きていく事を、この画一化された

潜在意識は邪魔をしています。 

そして常識的な決まり決まったやり方で生

きていくように人々の意識に働きかけてい

るのです。 
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また私達に対しても、アセンションを邪魔す

るために、ここにいる人達を使って、怒りや

憎しみ、依存心などのエネルギーを私達に送

り、活動の妨害をおこなっていたのです。 

私達はこの場所を統治している闇の創造主

を探し出します。 

 

おそらくは、「闇とひとつになった創造主」

が作り出した創造主でしょうから、「闇とひ

とつになった創造主」が光に帰った今なら、

捕まえる事は決して難しくはないでしょう。 

 

しばらくしてから、「闇の創造主を統治する

創造主」から連絡がありました。 

「やはり TAKESHI さん達が言われたよう

に、闇の創造主やダークピープル達がその後

ろに隠れていましたので、この場所から分離

しました。 

そしてこの施設も光に返しました。 

私もいくつもの星々を見てきましたが、この

ような方法で人々の意識をコントロールし

ていたのは、今まで私の記憶にありません。 

皆さんのおかげで、この仕組みを見つけて光

に返す事が出来ました。 

 

これから光 40％台の人達も、潜在意識をコ

ントロールされる事なく、本来の学びの道に

はいれると思います。 

このままでは、光 40％台の世界は、意識進

化をしない世界になるところでした。 

皆さん有り難うございます。」 

 

この事は私達にとっても、大変意味がある事

でした。 

私達は、現実世界で繋がっている光 40％台

の人から、自分達を助けてほしい、自分達に

光を分けてほしい、というような思いを受け

ていたために、自分達の体調が悪くなって、
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アセンションのための活動が邪魔されてい

たのです。 

誰から送られているのか調べると、私達の知

り合いもいますが、全く知らない人達からも

たくさんのエネルギーがおくられてくるの

で不思議に思っていた所でした。 

スターピープル達に、それらの思いからくる

エネルギーの除去をお願いしても、「物理世

界の事ですから、皆さんの守護がしっかりと

出来ません。」と言われるばかりでした。 

 

今回、この潜在意識を操る場所が見つかった

おかげで、私達を常に襲っていた人々の潜在

意識のエネルギーが意図的に作り出されて

いた事が分かりました。 

それはこの巨大スクリーンに、私達にネガテ

ィブな感情を向けるような指示をだして、

人々の潜在意識をわざと私達に向けさせて

いた結果だったのです。 

 

この施設が無くなる事で、あえて私達に向か

ってくる潜在意識のエネルギーは少なくな

ってくるでしょう。 

それだけでも、恵理さんは日ごろからの頭痛

や腰痛、体調不良からも解放される事となり

ます。 
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PART1 私達を襲う闇のエネルギー 

 

私達は、3 月の初旬からエネルギーのおかし

な変化に気付きました。 

それは、自分自身が本来持っているネガティ

ブな感情が、今迄よりも強く沸き起こり、そ

の感情に振り回されているのです。 

電話などでの遠隔セミナーを行なっていて

も、ほとんどの参加者がネガティブな考え方

にとらわれているのです。 

 

自分は生きている価値がないと言ってみた

り、自分の人生がうまくいかないのは、家族

や友人のせいだと他人のせいにしたりしま

す。 

そして誰もが「愛」のエネルギーに深くつな

がる事を見失っているのです。 

 

私達も、しばらくは体調がよくなっていたの

ですが、ここ数日また頭痛や鼻炎などがひど

くなっています。 

「煌めきの創造主」や「闇とひとつになった

創造主」も、処理してしまったので、私達に

サイキック攻撃を行ってくる創造主達はい

ないはずですが、まるで闇のベールをかけら

れたように、私達のまわりが重苦しく感じら

れるのです。 

 

もしかしたら「闇とひとつになった創造主」

以外にもまだ処理しなければならない創造

主がいるのかもしれません。 

第３章 最高次元の創造主が

分離した闇 



 
 

37 

私は、第 8 評議会の創造主を呼びだして事

情を聴いてみました。 

「TAKESHI さん、私達も詳しい事情が分か

らないのですが、第 20 評議会の創造主を中

心として動きがあるようです。」 

やはり第 20 評議会の創造主が何かを考え

ているようです。 

 

私達は、直接第 20 評議会の創造主に何が起

きているか聞いてみました。 

「TAKESHI さん、今はまだはっきりと皆さ

んにお知らせする事が出来ないのですが、気

を付けてください。 

セミナーの時も、危険だと持ったらあまり踏

み込まないでください。 

後は、私がやりますから。」と答えてくれま

した。 

 

創造主達が何を行っているのかは分かりま

せんが、今回は創造主達も緊張しているよう

です。 

確かに、今まで闇の創造主達の大ボスと思わ

れていた「闇とひとつになった創造主」を捕

まえた後ですから、もし闇の創造主が残って

いるとしたら、それ以上の大物という事にな

ります。 

私達も「闇とひとつになった創造主」以上に

力を持っている闇の創造主の事は一切聞い

ていませんので、何が起きるか全く判らない

状態です。 

 

「大天使達の浄化と統合のセミナー」を行っ

ていても、今まで以上のサイキックアタック

が来るようになり、セミナーを行う事が大変

になってきました。 

特に妊娠している恵理さんのお腹に向けて

サイキックなエネルギーが放たれているよ

うです。 
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それはまるで、新しく生まれてくる子供の出

産を妨げようとするかのようなエネルギー

です。 

 

私達は、大天使ミカエルを中心とした大天使

達や明王達にお願いして、私達の守護を強く

してもらいますが、私達をおそうサイキック

なエネルギーは、彼らの防御によって弱まっ

たとはいえ消える事はありません。 

私達がセミナーを行っている時も、セミナー

を受けている人のネガティブな感情を利用

して、サイキックアタックが行われてくる事

もあります。 

 

また、セミナーを受講してくださっている方

のスピリットを救出するために、40％台の

世界に関わろうとすると、ビジョンを見てい

る恵理さんにビジョンを見せない為の妨害

エネルギーが送られてきます。 

それは、地球の人々の多くを光 40％台の世

界にとどめておきたいために、ダークピープ

ル達が私達の邪魔をしているのです。 

 

セミナーが終了した後も、光 40％前半の世

界にいるダークピープルから警告のサイキ

ックアタックが来ました。 

 

「どうして、皆さんは光 40％台の世界を荒

らすのですか、 

もうすでに世界は別たれていますので、皆さ

んは光40％台の世界に関わってはいけない

はずです。 

もう私達の世界や私達の世界にいる人に干

渉しないでください。」 

 

確かに40％台のダークピープルが言ってい

る事も一理あります。 
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すでに世界は別たれていますので、私達が光

40％台の世界に入っていくと、エネルギー

の違いから光40％台の世界では大きな混乱

が起きるのです。 

 

問題は、スピリットが光の世界に行く事を決

めた人のスピリットの一部がまだ光40％台

の世界に捉えられている事です。 

スピリットの統合が無ければ、そのスピリッ

ト自体が光の多い世界に行く事が出来ない

のです。 

 

私達は、光 40％の世界を乱さないようにス

ピリットの救出をしなければならないので

すが、それは難しいようです。 

そして、そのたびに光 40％台のダークピー

プルからサイキックアタックをかけられて

も困ります。 

 

私は、創造主に問いかけました。 

「このままでは、私達が光 40％台の世界に

介入する事で、光 40％の世界が混乱してし

まいます。 

かといって、光 40％台の世界にとらわれた

スピリットをそのままにしておく事もでき

ません。 

どうしたらよいのでしょうか。」 

 

創造主が答えます。 

「光 40％台にあなた方が入り、40％台の

世界が混乱したとしてもそれはすぐに収ま

りますので、気にせず行ってください。」 

この返事を聞いて、やはり創造主は何かを隠

している事に間違いないようです。 
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PART2 現れた闇の創造主 

 

私達は、次の電話による遠隔セミナーでもサ

イキックアタックを受けてしまいました。 

私達は、誰が私達にサイキックアタックをお

こなっているか調べるために、そのエネルギ

ーを追いかけていくと、光 40％前半の世界

に行きつきます。 

 

私達が見つけた存在は、創造主でもなく、ダ

ークピープルでもなく、ダークエンジェルと

様々なエネルギーが入り混じった存在です。 

私は、スターピープルや創造主にこの存在は

一体なにかと聞きました。 

スターピープルはしばらく、この存在をしら

べていました。 

 

「TAKESHI さん、この存在は危険なようで

す。 

創造主から、近寄らずに私達に任せてくださ

い、との連絡がありました。」 

創造主達は、おそらくこの存在から、追い求

めている創造主の居場所を割り出していく

ようです。 

 

その次に行われた電話での遠隔セミナーで

大きなエネルギーが襲ってきました。 

そのエネルギーは、私達とセミナーの受講生

を闇のエネルギーで包みます。 

 

私達は、大天使ミカエル達を呼び「破邪の剣」

のエネルギーをセミナーの受講者と私達に

送ります。 

大天使と明王達が集まってくれて、闇のエネ

ルギーを除去しようとしてくれるのですが、

今回のエネルギーは全くレベルが違います。 
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私達は、大きなしびれるようなエネルギーに

包まれ、創造主やスターピープルとのコミュ

ニケーションも取れなくなってしまいまし

た。 

そして恵理さんのお腹にもドーンという大

きなエネルギーが送り込まれてきます。 

 

私達は、電話セミナーを続ける事が出来ず、

セミナーの相手に断って電話を切り、創造主

やスターピープル達とのコミュニケーショ

ンを回復する事に集中しました。 

１階の部屋にいた美輝も、不快なエネルギー

を感じたのか大泣きしています。 

 

しかしながら、私達とスターピープル、そし

て創造主との間の繋がりが経たれてしまっ

たようです。 

私達がいくら呼びかけても答えがありませ

んので、私達は「宇宙の愛の源」に繋がり祈

り始めます。 

恵理さんのお腹には妊娠したばかりの子供

がいますから、これ以上のダメージが来ると

子供の命に関わります。 

 

私達には、何が起きているのか分かりません

が、一瞬にして私達と創造主、スターピープ

ル達の繋がりを切る事ができるというのは

相当力が強い創造主である事が分かります。 

私達の心の中に、第 20 評議会の創造主と同

じような力を持った創造主がいるのではな

いかという、考えが浮かんできました。 

「闇とひとつになった創造主」を闇の中に誘

い込み、創造主大戦争を引き起こした本当の

犯人がいるのではないのでしょうか。 

 

このサイキックアタックが起き始めて、１時

間以上たった頃から、私達の体の痛みは少し

ずつ減ってきました。 
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どうやら、サイキックアタックが止んできた

ようです。 

私達と創造主のつながりも元に戻ってきま

した。 

私はこの事情を説明できる創造主はいませ

んか、と呼びかけました。 

すると「闇の創造主を統治する創造主」が来

てくれました。 

 

「TAKESHI さん、恵理さん大丈夫でした

か。」と創造主が尋ねました。 

「私は大丈夫なのですが、恵理さんとお腹の

子供にはだいぶダメージがあったようです。」 

 

「やはりそうでしたか、私達も全力で防御を

していたのですが、完全に防ぐ事が出来なく

て大変申し訳ありませんでした。」 

「いや、それは仕方がない事なのですが、こ

のサイキックアタックを仕掛けてきた存在

はどのような存在なのですか。 

これも、闇の創造主の仕業なのですか。」 

 

とはいうものの恵理さんへのダメージはと

ても大きく、後日、妊婦健診にいったとき、

お腹の内部に内出血が出来ている事が分か

りました。 

妊娠への影響はあまりないようですが、お医

者さんもお腹の内部に内出血が突然できて

いた事に驚いていたようです。 

 

お腹の子供ともテレパシーで話したところ、

稲光のようなエネルギーがいくつもお腹の

中に落ちてきて逃げ回っていたようです。 

もし創造主達の防御が無ければ、そのダメー

ジはお腹の子供の命を奪っていた事でしょ

う。 
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創造主やスターピープル達も、今回のエネル

ギーによって少なからず被害を受けたよう

です。 

警戒はしていたものの、突然襲ってきた闇の

エネルギーは、スピリチュアル・レベルでは

さらに大きく破壊的なエネルギーだったよ

うです。 

 

 

 

PART3 巨大な闇のエネルギーの正体 

 

私は「闇の創造主を統治する創造主」に、こ

のエネルギーの正体について尋ねました。 

「闇の創造主を統治する創造主」はすこした

めらいがちに話し始めました。 

 

「今回、皆さんを襲った闇のエネルギーは、

かつて第 20 評議会の創造主から分離され

た闇のエネルギーなのです。 

これは、私達の宇宙でも最大の秘密なのです

が、創造主大戦争が起こるはるかな昔、第

20 評議会の創造主がまだ若かった頃、彼は

自分の中にある闇のエネルギーを自ら切り

離してしまいました。 

自分が行う創造にとって不都合と感じたの

でしょう、自分の闇の部分を自分から分離し

て光のみの創造主になる事を望んだようで

す。」 

 

「第 20 評議会の創造主から分離された闇

はその後どうなったのですか。」 

「第 20 評議会の創造主は，その闇のエネル

ギーを封印するつもりだったようです。 

ところが、分離された闇のエネルギーは、急

速に拡大し、第 20 評議会の創造主から封印

されるどころか、自らの力を大きくして創造

主としての意思を持ってしまったのです。 



 
 

44 

その後、創造主となった闇のエネルギーはも

とからある闇と一体となってしまい、第 20

評議会の創造主をはじめ光の創造主の前か

ら姿を消してしまったのです。 

現在でこそ第 20 評議会の創造主となって

いますが、その頃はまだ今ほどの力を持って

いなかった創造主は、闇と一体化した自分の

分身を捉える事が出来ず放置してしまった

のです。」 

 

「それが問題の始まりだったのですね。 

その闇と一体化した第 20 評議会の創造主

の分身の影響で、創造主大戦争も起きたので

すか。」 

 

「創造主戦争の原因はそれだけではないの

ですが、第 20 評議会の創造主から分離され

た闇のエネルギーは、自分が見捨てられたと

思い、第 20 評議会の創造主を恨むようにな

ってしまったようです。 

そして、創造主達を闇の世界に引き込んだり、

光が多い宇宙に闇のエネルギーを送り込み、

その宇宙を混乱させる事を行っていました。」 

 

「「闇の創造主を統治する創造主」よ、それ

は大変深い問題ですね。 

第 20 評議会の創造主から分離された闇の

エネルギーが、自分を見捨てた創造主に復讐

するのは、起こり得る事ですからね。 

それで、この闇のエネルギーから生まれた創

造主はどこまで力を伸ばしていったのです

か。」 

 

「それは現在調査中ですが、闇のエネルギー

から生まれた創造主は、第 20 評議会の創造

主に復讐するために、私達の評議会と同じよ

うな仕組みを作り出し、そこに多くの闇の創
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造主を招き入れたり作り出したりしたよう

です。 

 

「闇とひとつになった創造主」や「煌めきの

創造主」「闇をコントロールする創造主」な

どもこの闇の評議会に属する創造主だった

ようです。」 

 

「それでは、この「闇のエネルギーから生ま

れた創造主」は、初めから第 20 評議会の創

造主が行う事を邪魔する為に、闇の創造主を

次々と私達の宇宙に放って行ったという事

ですか。」 

 

「そうです、「闇のエネルギーから生まれた

創造主」は皆さんの宇宙だけでなく他の宇宙

にも闇の創造主やダークピープル達を数多

く放ち、宇宙を混乱させていました。 

私は、第 21 評議会の創造主に頼まれて「闇

のエネルギーから生まれた創造主」が行った

事の後始末をする為に、いくつかの宇宙に派

遣されていったのです。 

それも第 20 評議会の創造主にわからない

ように処理を行っていました。」 

 

「第 20 評議会の創造主にわからないよう

に処理を行っていたのはなぜですか。」 

 

「それは、「闇のエネルギーから生まれた創

造主」自体の処理を含め、彼が行った事の後

始末は、本来第 20 評議会の創造主が全て行

わなければならないのですが、「闇のエネル

ギーから生まれた創造主」の行いは物理世界

にもかなり関わっているので、第 20 評議会

の創造主では処理できない事も多くあるか

らです。 
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しかし、第 21 評議会の創造主は、最終的に

は第 20 評議会の創造主が、自分の責任でこ

の事を解決するように言い渡しているので、

第 20 評議会の創造主は、期限までに「闇の

エネルギーから生まれた創造主」を処理しな

ければなりません。」 

 

私は「煌めきの創造主」が光に帰って行った

時、第 21 評議会の創造主が私の前に現れて、

私達の宇宙の創造主は期限までに大切な問

題を解決しなければならない、と言っていた

事を思い出しました。 

その時は、「闇とひとつになった創造主」を

適切な形で処理する事だと思っていたので

すが、問題はもっと深いところにあったよう

です。 

 

「第 20 評議会の創造主はどの様にして、

「闇のエネルギーから生まれた創造主」を処

理するのですか。」と私は「闇の創造主を統

治する創造主」に聞きました。 

 

「それは、「闇のエネルギーから生まれた創

造主」と第 20 評議会の創造主が一つに統合

されなくてはならないのです。 

第 20 評議会の創造主は、自分自身から分離

した闇のエネルギーをもう一度彼の中に戻

して一つにならなくてはいけません。」 

 

「「闇のエネルギーから生まれた創造主」は、

それを望んでいるのですか。」 

 

「いいえ、「闇のエネルギーから生まれた創

造主」はもうすでに創造主としての意思と力

をもっています。 

第 20 評議会の創造主とひとつになれば、そ

のすべてを失う事になりますので、第 20 評
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議会の創造主の前から姿を消して見つから

ないようにしています。 

 

そして次々と部下を地球に派遣して、

TAKESHI さん達の動きを封じ、TAKESHI

さんと第 20 評議会の創造主の繋がりを切

ろうとしているのです。 

第 20 評議会の創造主は、TAKESHI さん達

がいないと、物理世界を見る事が出来ないの

で隠れとおせると考えたのです。」 

 

「それで私達に、執拗なまでにサイキックア

タックをかけてきたのですね。 

それで、「闇のエネルギーから生まれた創造

主」を捕まえる事はできたのですか。」 

 

私の問いに「闇の創造主を統治する創造主」

はうなずいて答えます。 

「ようやく、「闇のエネルギーから生まれた

創造主」を見つけ出し、第 20 評議会の創造

主が、エネルギーを一つに統合しようと奮闘

しています。」 

 

確かに第 20 評議会の創造主の様子を見る

と光と闇のエネルギーが混ざり合い混沌と

した状態になっています。 

このクラスの創造主のエネルギーが混とん

とした状態になると、全ての評議会の創造主

にも影響があるかもしれません。 

 

「TAKESHI さんがお考えのように、一番上

位の創造主のエネルギーの変化は全ての評

議会の創造主やスターピープル達に大きな

影響を与えます。 

第 20 評議会の創造主が統合しようとして

いる「闇のエネルギーから生まれた創造主」

のエネルギーが、全ての評議会の創造主にも

流れ込んでいきますので、全ての創造主達は、
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自分自身も混とんとしたエネルギーに包ま

れる事になります。 

創造主達は、1 人 1 人が自分の体の中に流

れ込んだ闇のエネルギーを統合しなくては

いけないのです。」 

 

これは大変な事になったようです。 

まるですべての創造主達が泥沼の中に突き

落とされ、闇のエネルギーまみれになってし

まったようです。 

 

「それは私達が住む物理世界にも影響があ

りますか。」私は恐る恐る聞きました。 

「もちろん、その影響は大きいでしょうね。 

光が多い地球にも、創造主を通して闇のエネ

ルギーが流れ込んできますので、一時的に光

の度合いが低くなります。」 

 

「すると光 50％以上の世界でも光 40％台

の世界のようになるという事ですか。」 

「これは一時的な事ですので、しばらくする

と元に戻りますから心配はいりません。」 

「闇の創造主を統治する創造主」は、私を元

気づけるように明るく答えます。 

 

「でも、せっかくスピリットを取り戻したの

に、また光 40％台の世界に近づく事で、ま

たスピリットを取られたり、闇の多い世界に

引きずり込まれる人が出てこないでしょう

か。」 

 

「そこは、「愛で統合された宇宙」の創造主

やスターピープル達が守護する事になって

いますので安心してください。 

皆さんが、しっかりとした気持ちを持ってい

れば大丈夫です。 

いくつもの世界に分離した人達がまたごち

ゃ混ぜになる事はありません。」 



 
 

49 

「それはよかった。 

それでこの状態はいつごろ終わるのですか。」 

「おそらく３月中には、第 20 評議会の創造

主の統合も終わり、物理世界も綺麗になると

思います。」 

私達の長い会話が終わると「闇の創造主を統

治する創造主」は消えていきました。 
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PART1 人々のスピリットを捉える創造

主 

 

第 20 評議会の創造主と「闇のエネルギーか

ら生まれた創造主」の統合はまだ終わらない

ようです。 

「闇のエネルギーから生まれた創造主」が作

り上げた闇の評議会も明らかにされ、そこに

属していた闇の創造主も次々と光に返され

ていきましたが、私達の宇宙の創造主達の目

を盗んで逃げ隠れしている創造主達もまだ

いるようです。 

 

「闇のエネルギーから生まれた創造主」が捕

まった仕返しに、私達にサイキックアタック

を仕掛けてくる創造主やダークピープル達

も少なからずいますので、その都度捕まえて

は光に返したり分離したりしていきます。 

ただ、私達の宇宙にも、大きな闇のエネルギ

ーが流れ込んできていますので、物理世界に

生きる地球人の体調や感情も不安定になっ

ている事は間違いないようです。 

 

ある方の電話セミナーの時の話です。 

その日は、仕事をしていても腰が痛かったり

して調子がよくありません。 

恵理さんも、お昼から頭痛がしているようで

買い物にも行けなかったようです。 

 

私の腰が痛いときは、私のシェンロンである

エルエルに問題が起きている時が良くあり

ます。 

第 4 章 闇のエネルギーから

生まれた創造主達 
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恵理さんにエルエルの様子を見てもらうと、

何か変なエネルギーに巻き込まれたのか、全

身傷だらけです。 

 

調べてみると、どうやら次元の狭間の混乱し

たエネルギーにつかまったようです。 

現在、第 20 評議会の創造主が、自分から切

り離した闇のエネルギーを自分と統合しよ

うと一生懸命に努力している最中ですので、

全評議会に大きな闇のエネルギーが流れ込

んできています。 

 

その結果、このようなエネルギーや次元の変

化が起きても不思議ではないのですが、少し

気になります。 

「闇の創造主を統治する創造主」にも手伝っ

てもらい、次元の歪みを調べてもらいます。 

 

「TAKESHI さん、この次元の歪みは、光

40％台の世界と光 50％以上の世界の間を

繋いでいます。 

そしてこれは意図的に作られた裂け目のよ

うです。」 

 

私は急いでピカフラシュに頼んで、誰がこの

次元の裂け目を作ったのか調べてもらいま

した。 

すると、恵理さんの心に一人の闇の創造主の

姿が映ってきました。 

 

「「闇の創造主を統治する創造主」よ、この

存在の事はご存知ですか。」私は尋ねました。 

「闇の創造主を統治する創造主」はしばらく、

この存在を調べています。 

「私は、この存在の事を知りませんが、「闇

のエネルギーから生まれた創造主」が作り出

した存在に間違いないようです。 
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彼は、光 40％の世界と光 50％以上の世界

に裂け目を作り、そこから光 50％以上の世

界の人々を捉えて、光 40％台の世界に連れ

込もうとしているようです。」 

 

この存在は創造主ではないようですが、私達

の宇宙の秩序ともいえる次元の壁を自由に

壊したりつないだりできるようです。 

最近、物理世界に降りてくるエネルギーもか

なり不安定になっていますので、人々の感情

がとても不安定になっています。 

 

他人に対してだけでなく自分に対しても、憎

しみや怒りの気持ちを持つ人達が増えてい

て、この地球にネガティブな感情が充満して

いるようです。 

 

そのようなエネルギーを利用して次元の壁

に裂け目を作り、人々を光 40％台前半の世

界に引き込んでいるようです。 

私達はこの存在を光に返す事にしました。 

 

また、その直後に行われたセミナーでは、そ

の次元の裂け目を通して、セミナー参加者に

影響を与えているエネルギーを見つけまし

た。 

それは、光 40％台前半の世界につながって

おり、そこには赤紫色のピラミッドの様な物

体、あるいは大きな球体のようなものが浮か

んでおり、その中には多くの方のスピリット

が捕えられています。 

あるいは、自ら望んでその場所にいる人達も

多いようです。 

 

光40％台のスターピープル達にこの場所の

事をしらべてもらうと、その場所にいる人達

は、ヒーリングやカード占い、スピリチュア

ルな活動をしている人達のスピリットのよ
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うです。 

 

その場所を良く調べると、その場所を取り仕

切っているダークピープルの後ろに、「闇か

ら生まれた創造主」によって作り出された創

造主が隠れています。 

その創造主は、まるで神話のなかにでてくる

メデユゥーサのような姿をした創造主です。 

頭から数匹の蛇が首をもたげ、恐ろしい形相

で睨んでいます。 

 

この創造主は「人を欺く創造主」と呼ばれて

いる創造主のようで、宗教やヒーリングやス

ピリチュアルな活動などに従事する人達に、

ヒーリング力や霊視力、人々の意思を操作す

る能力などの特別な力を与えたり、人を引き

付け、お金儲けをするパワーなどを与えてい

る創造主です。 

 

しかし、この創造主から特別な能力やパワー

を与えてもらうと、その代償として、自分達

の生命力や光を奪われる事になるようです。 

彼らの活動は今までの地球では、日常的にお

こなわれてきましたが、この創造主は、自分

が与えた能力やパワーの代わりに、その人か

ら生命力や光をもらう事を隠し、人々を欺い

ていました。 

 

今までは、「闇から生まれた創造主」の力に

よって隠されていたようですが、「闇から生

まれた創造主」と第 20 評議会の創造主が統

合された事により、「闇から生まれた創造主」

が力を失い、彼らの姿が浮かび上がってきた

のです。 

 

私は、この場所を支配する創造主を光に返し

て、ここに捕らわれたスピリットを開放した

いと「闇の創造主を統治する創造主」に言い
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ましたが、「闇の創造主を統治する創造主」

は難しそうな顔をしています。 

 

「TAKESHI さん、私もそうしたいのですが、

状況はそれほど簡単ではないようです。 

ここにいる人達は、この創造主から力をもら

って、自分の特殊な能力を目覚めさせている

のです。 

 

その能力によって、彼らは多くの賞賛と利益

を得ていますので、彼らはこの創造主の事を

手放そうとしないでしょう。 

この創造主も、たとえ正当な創造主ではない

にしても、多くの地球人に必要とされている

ので、光に返す事ができないのです。」 

 

「しかし、この創造主は地球人に対して、ヒ

ーリング能力やスピリチュアルな能力を与

える代わりに、その人のスピリットを支配し

たり生命エネルギーを奪う事を、人々に説明

していないはずです。 

これは正当な契約とは言えないので、この

「人を欺く創造主」が行なっている事は不当

な事だと思います。」 

 

「確かにそうなのですが、」「闇の創造主を

統治する創造主」も困っているようです。 

 

私は、この「人を欺く創造主」の処理を第

20 評議会の創造主に尋ねる事にしました。 

闇のエネルギーと統合を行なっている最中

の第 20 評議会の創造主が出てきてくれま

した。 

 

第 20 評議会の創造主は、この場所を支配し

人々のスピリットを捕えている創造主と話

をしています。 

その様子を見ながら「闇の創造主を統治する
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創造主」が私に言いました。 

 

「ここは光40％前半の世界なので今までの

地球と同じように、人をだましたり、だまさ

れたりという事が認められている世界です

ので、この創造主やダークピープルが行なっ

ている事は許される事なのです。 

これが、光が多い世界ならば、彼等がやって

いる事は許されないのですが、ここでは、当

然の事なのです。」 

 

確かに今までの地球は、法律に違反しなけれ

ば、なんでもできる世界でしたので、彼らが

行なっている事も当たり前なのかもしれま

せん。 

私達が会話をしている間に、第 20 評議会の

創造主が戻ってきました。 

 

「創造主よ、どうでしたか。」と私は、第

20 評議会の創造主に声をかけました。 

「TAKESHI さん、恵理さん、この創造主と

話をして分かったのは、地球の人達が、この

創造主の力を欲しているという事です。 

今までの自分にはないヒーリング能力や霊

視能力、そしてスピリチュアルな能力などを

得る事ができれば、その力のもとが闇の創造

主であれ、ダークピープルであれ、かまわな

いという考え方を持っているようです。 

 

闇の創造主やダークピープルから、彼らを解

放したとしても、またすぐに同じような力を

くれる存在に人々は依存してしまうでしょ

う。 

しかし、人々は特殊な力が得られる代わりに、

自分達の生命力や光が奪われているという

事は知らないようでしたので、この創造主と

ダークピープルに、全ての人に対してこの事

をはっきりと明示するようにと伝えました。 
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そして、明示したにも関わらず多くの人々が

この創造主についていくようならば、この闇

の創造主を、光 40％台の正当な創造主とし

て認めましょう、と伝えました。」 

 

「それで闇の創造主は何と答えましたか。」 

「闇の創造主はしばらく考え込んでいまし

たが、私の言う事を実現しなければ、光に返

されるという事は分かり切っていますので、

必ず実行するでしょう。 

あとは、この事を明らかにした後、この創造

主のもとから、ほとんどの地球人が立ち去っ

たなら、この創造主を光に返す事ができます。 

 

しかし、地球人がこの創造主を選んだなら、

彼は正当な創造主として、今迄のようにこの

世界で活躍する事ができます。 

大切な事は、地球の人々の意思なのです。」 

 

私は、ここにいる人々の多くがこの場所に残

るような気がします。 

今の地球人は、たくさんお金を稼ぐ事や有名

人でいる事、人よりも優れた存在である事を

欲していますので、仕方がないかもしれませ

ん。 

しかし、この場所から解放されたいと願って

いる人達の解放はできそうです。 

 

今回の受講者のスピリットも、その場所の中

に閉じ込められているのを発見する事が出

来ました。 

それは、受講者の方が持っているタロットカ

ードなどを通して、彼女のスピリットがここ

に閉じ込められていたようです。 

 

彼女は、10 数種類のタロットカードを持っ

ていました。 
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そのすべてを使用している訳ではないので

すが、いつの間にか増えてしまったようです。 

 

恵理さんは彼女のスピリットを救済するた

めに、タロットカードと受講者のつながりを

断ち切る必要がある事を、受講者に伝える事

にしたようです。 

タロットカードを手に持って、その中に込め

られた自分の思いをタロットカードから引

きはなし、タロットカードを始末するように

受講者に伝えました。 

そうしなければ、彼女のスピリットを、この

場所から救い出す事はできないからです。 

 

受講者の方は、真剣な気持ちでタロットカー

ドに残された自分のエネルギーをタロット

カードから取り除いています。 

きっと彼女のスピリットは、この創造主のも

とを離れ、彼女自身のもとに戻ってくる事で

しょう。 

 

その後、この創造主は、人々のスピリットや

光をとらえるための罠をいくつも仕掛けて

いた事が分かりました。 

そしてその中には、まだ小さな子供達のスピ

リットを捕えている場所もありました。 

これは親や家族の人達が、ヒーリングやスピ

リチュアルな活動にかかわっていたために、

その子供達のスピリットも同時に捕えてい

たようです。 

 

子供達はまだ自分の意思をしっかりとは持

っていないので、子供達のスピリットを捕え

る事は、創造主としては完全なルール違反と

なります。 

第 20 評議会の創造主は、この「メデユゥー

サのような創造主」がそのような事をしてい

た事が分かった時点で、この創造主を光に返
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す事にしました。 

 

私達は、このようにセミナーを通じて第 20

評議会の創造主から分離された闇が生み出

した多くの闇の創造主を見つけだし処理し

ていきました。 

第 20 評議会の創造主は、自分が分離した闇

と再統合を行なうだけでなく、この闇が生み

出した闇の創造主やダークピープルなどを

処理していく事を上の評議会の創造主から

義務づけられているのです。 

しかも、その期限は刻一刻と近づいてきてい

ますので、私達が行なうセミナーの受講者の

ゲートを使い、物理世界に隠れた闇の創造主

を必死で見つけだそうとしています。 

 

 

 

PART2 「愛を奪う創造主」 

 

私達は、鹿児島で行われたセミナーの中で、

また大きな闇を持つ創造主に出くわしまし

た。 

この頃になると、私達が行うセミナーによっ

て、闇の創造主達が見つけ出されてくる事が

分かってきたので、闇の創造主達も必死でセ

ミナーを妨害してきます。 

特に恵理さんや恵理さんのお腹にいる子供

達に対してサイキックアタックをかけてく

る事が増えてきました。 

 

しかし、第 20 評議会の創造主が言うには、

あと 3 人の闇の創造主が暗躍しているよう

なので、それは何としても捕まえなければな

りません。 

この日出てきたのは、「愛を奪う創造主」で

した。 
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参加者の方は、非常に愛情深い方でしたが、

いつの時代でも、自分を犠牲にして人に奉仕

する事を行ってきたようでした。 

愛情深いために、困っている人を見捨てる事

が出来ず、ついお世話をしてしまうのです。 

しかし、その事があだになって、結婚した人

から精神的肉体的な暴力を受け続ける事に

なってしまったのです。 

 

私達は、彼女が持つゲートから、彼女のスピ

リットを捉えている存在を見つけ出しまし

た。 

そこにいたのは、この物理世界では大変な力

をもっている創造主のようです。 

この創造主は多くのダークピープルを使い、

人々の愛のスピリットを奪い取っていまし

た。 

 

しかも、この「愛を奪う創造主」のゲートを

開いて、スピリットが捉えられている場所を

みて、多くのスターピープル達が驚きました。 

通常は肉体をもっている人々のスピリット

が捉えられている事が多いのですが、ここに

は肉体をもっていないスピリットだけのス

ターピープル達の一部も捉えられていたの

です。 

 

それも、第 1 評議会のスターピープル達の

多くがこの場所に「愛のスピリット」を捕え

られていたのです。 

第 1 評議会のスターピープル達は、その事

に気付かずにいたので、本来の力を十分に発

揮できないでいたようです。 

 

この場所の秘密が明らかにされると、多くの

スターピープルと天使達がやってきて、捕え

られたスピリットや奪われた自分達の「愛の

スピリット」を取り戻しに来ました。 
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「TAKESHI さん、この場所を私達はずっと

探していたのです。 

それは地球だけでなく、他の星々を担当して

いるスターピープル達からも、自分達の愛の

部分が奪われている事に対する報告がいく

つか出てきていますので、私達もおかしいな、

と持っていたのです。」とエレナさんがいい

ました。 

 

「この創造主は地球だけでなく、天の川銀河

全体や他の銀河でも、同じような事をしてい

たのですね。 

私達の愛のスピリットも捕らわれていませ

んか。」 

 

「もちろん皆さんの愛の部分もこの場所に

とらわれていました。」 

「ロッド星人、あなたの愛の部分は無事でし

たか。」 

私の問いに、ロッド星人は恥ずかしそうに苦

笑いをしています。 

きっと彼らの愛のスピリットもこの場所に

とらわれていたようです。 

 

「しかし、どのような方法でこれほどたくさ

んの愛のスピリットを集めたのでしょうか。」 

私の問いにアシュタールのエレナさんが答

えます。 

 

「ここにいるダークピープルが、スターピー

プルを装って、この星に愛が必要だから手助

けに来てくれるようスターピープル達に以

来していたようです。 

スターピープルの中でも愛情深いスターピ

ープルはそのような訴えがあると、すぐに助

けに行きますので、その場所に罠をはってい

た「愛を奪う創造主」に、気づかないうちに
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「愛」の部分だけを抜き取られていったよう

です。 

彼らは、その事を非常に巧妙に行いますので、

スターピープルや光の創造主には見つから

なかったようです。」 

 

私達は、セミナーの受講者の体に、どす黒い

龍のような存在が巻き付いて、彼女の自由を

奪っていた事を思いだしました。 

 

「おそらく、そのどす黒い龍は、いつまでも

彼女に取り付いて、彼女の愛を奪い続ける存

在のようです。 

ある意味、この「愛を奪う創造主」が生み出

したエネルギーかもしれません。 

愛を欲しがっている人々が、愛をたくさん持

っている人を見かけると、このどす黒い龍を

その人に巻きつかせ、自分の思うとおりに支

配しようとしているようです。」 

 

私達は、今回のセミナーの中で、このどす黒

い龍と対峙する事になりましたが、この龍の

エネルギーを送っている人の感情や欲望と

一体となっているので、すさまじいエネルギ

ーを放っています。 

 

そして、参加者の意識レベルまで支配してい

るので、たとえ一度切り離したとしても、そ

れで彼女が完全に解放されるかどうかは、彼

女の意思次第です。 

 

この「愛を奪う創造主」の事を、第 20 評議

会の創造主にも報告しました。 

第 20 評議会の創造主も、この闇の創造主の

事を大変気にしていたようです。 

「愛を奪う創造主」が行った事を徹底的に調

べるために、この創造主を引き取っていきま

した。 
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PART3 「地下組織を産み出す創造主」 

 

セミナーの翌日、私達は地球のエネルギーが

とても変化した事に気付きました。 

それは、第 1 評議会、第 2 評議会のスター

ピープル達の多くが、愛のエネルギーを取り

戻した事で、地球のみならず私達の宇宙の波

動がとても良くなったからです。 

恵理さんの気分もだいぶ軽やかです。 

 

しかしながら、私達が受けたサイキックアタ

ックの影響は、思ったよりも深刻でした。 

セミナーの翌日、恵理さんは妊婦健診を受け

たのですが、子供の状態があまり良くありま

せん。 

 

新しい子供は、地球や宇宙のドラゴン達と共

に、地球のエネルギーを浄化しバランスを取

るために、物理世界に生まれてくる事になっ

ています。 

お腹の中にいる今でも、スピリット体として、

地球のエネルギーの浄化を行なっています

が、地球の人々を目覚めさせたくないダーク

ピープルや闇の創造主が、恵理さんと「龍治」

にサイキックアタックをかけてきたようで

す。 

 

私達は、胎児の安全のためにしばらくセミナ

ーや恵理さんのセッションをお休みする事

にしました。 

ダークピープル達は、セミナーやセッション

を受ける人達のネガティブな感情や依存心

などを利用して、恵理さんにサイキックなア

タックをかけてくる事が多いからです。 
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そのかわり、私達は 2 人で第 20 評議会の

創造主が言っていた残りの創造主を探し出

す事にしました。 

今はもう、第 20 評議会の創造主は自分から

切り離した闇との統合がだいぶできてきた

ので、大きな闇を持った創造主は隠れる事が

困難になってきています。 

 

しかも、昨日捕まえた「愛を奪う創造主」に

よって捉えられていたスターピープル達の

愛の部分が戻ってきているので、スターピー

プル達も以前に比べて、はるかに力強くパワ

フルになっています。 

 

私達は、各評議会の創造主達とスターピープ

ルを呼び出して準備をおこなうと、瞑想状態

になり、私の意識をこの地球上に拡散してい

きます。 

創造主やスターピープル達は、私が地球上に

拡散した意識の中を探しています。 

 

しばらくすると、1 人の闇の創造主が見つか

りました。 

この創造主は、昨日捕まえた「人を欺く創造

主」に指令を出していた創造主のようです。 

「人を欺く創造主」は、同じようなタイプの

創造主が数名いて、様々なヒーリングや宗教

などに関わっているようです。 

 

それらの創造主を産み出した創造主が、今見

つかった創造主のようです。 

すぐに第 20 評議会の創造主が出てきてこ

の創造主を連れて行きました。 

おそらく、この「人を欺く創造主を作り出し

た創造主」を徹底的にしらべて、彼がどれほ

どの「人を欺く創造主」を生みだしたのか、

どのようなシステムをつくっていたのか明

らかにする事でしょう。 
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そうする事で、光 40％台の世界は仕方がな

いとしても、光 50％台の世界には、「人を

欺く創造主」が入り込めないようにしなくて

はなりません。 

 

私達は次の創造主を探し出す事にしました。 

私の意識は、人々の深い闇の意識の中を下っ

ていきます。 

私の意識の中に出てきたのは、まるで中国マ

フィアの本拠地のような場所です。 

顔や体に傷や入れ墨を持つ人達が銃をもっ

て歩き回っています。 

ここでは銃や覚せい剤などの秘密取引が行

われているようです。 

 

ここは、人間社会にとってもとてもディープ

な場所です。 

そのような場所に、闇の創造主が隠れている

事は考えられる事ですが、私達はこのような

世界と関わりを持つ人達が周りにいなかっ

たために、今まで見逃していたようです。 

 

この世界に隠れている闇の創造主は、このよ

うな組織に関わる人々の潜在意識を利用し

て、地下組織をコントロールしていた可能性

があります。 

そしてこのような組織に関わる人々も権力

や力、お金などを欲していますので、自らダ

ークピープルと一体化して、女性や子供達の

みならず男性達に対しても抑圧と支配を行

っていたのでしょう。 

 

私達は、光 40％台のスターピープルにもお

願いして、この場所にいる人達のエネルギー

をたどって闇の創造主を探します。 

すると、さらに深い闇の中に一人の創造主が

目をらんらんと輝かせていました。 



 
 

65 

私達も、その目の輝きには狂気じみた恐怖を

覚えます。 

この闇の創造主には、愛や理性のひとかけら

も感じる事ができません。 

ただあるのは、渾沌とした恐怖と人々の心を

引きずり込むような強力な吸引力です。 

それはまるで、船を呑み込むような海にでき

た渦のような力です。 

 

私達はこの創造主と接しているだけでも吐

き気がしそうです。 

私達はすぐに第 20 評議会の創造主を呼び

出して、この闇の創造主を捉えてもらいまし

た。 

このような地下組織やマフィア達を操るだ

けあってとても凶暴な性格のような気がし

ますので、他の創造主が下手に手を出してし

まっては危険です。 

 

皆さんは創造主というととても優れた能力

をもっている存在、愛と叡智に満ち溢れた存

在だと思うかもしれませんが、中にはこのよ

うに凶暴で支配的、強欲な性格をした創造主

もいるのです。 

彼らが作る世界は、創造主の性格を反映して

作られるため、非常に争いが多い殺伐とした

世界になってしまいます。 

 

今までの地球は、光の創造主よりも闇の創造

主が多く関わってきた為に、闇が多い地球と

なってしまいました。 

その為に、たえず争いや略奪が起こり、宗教

や人種、そして国家レベルで大きな衝突が存

在していました。 

特にこのようなマフィアなどの地下組織に

は、一般の常識などは通じません。 
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自分のために他人を犠牲にする事等、何とも

思っていない世界ですので、それだけ闇が深

い創造主が関わっていると言えるでしょう。 

闇が多い創造主は、自分のエゴを満足させる

ために、人間をコントロールして自分がやり

たい事をやっているのです。 

 

私達は、この場所に君臨している闇の創造主

を「地下組織を産み出す創造主」と名付けま

したが、「地下組織」は世界中に有りますの

で、彼等の仲間がまだいるかもしれません。 

私達は、この創造主のエネルギーを使って、

同じような創造主がいないか、地球のあらゆ

る場所を探してみました。 

 

すると、アメリカや中南米、ヨーロッパ、ロ

シアなど世界各地から同じようなエネルギ

ーを持った闇の創造主達が浮かび上がって

きました。 

どうやら、私達が捕まえた「地下組織を産み

出す創造主」と同じような創造主が世界各地

の地下組織の中に幾人も隠れていたようで

す。 

そしてお互いの地下組織を争わせて楽しん

でいたようです。 

 

となると、この「地下組織を産み出す創造主」

を生みだした創造主がどこかにいると思わ

れます。 

その創造主が自分の分身をたくさん作り、世

界各地に配置して地下組織を作り上げてい

たのでしょう。 

私達は「第 20 評議会の創造主」にも協力し

てもらい、「地下組織を産み出す創造主」の

エネルギーを辿り、いくつもの世界をしらべ

ます。 

でも内心では、「地下組織を産み出す創造主」

を作り出した創造主が突然どこからか襲っ
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てきたらどうしようと、びくびくしながら探

しました。 

 

暫くすると、この地球の物理次元とは少し異

なる場所に「地下組織を産み出す創造主」の

ボスが隠れているのを発見しました。 

その創造主は、「地下組織を産み出す創造主」

と同じように人を引きずり込むような闇の

エネルギーを沢山持っている創造主でした

が、年老いているせいか、あまり元気がない

ようです。 

私達は、内心ほっとして、「第 20 評議会の

創造主」にこの創造主を引き取ってもらいま

した。 

 

私は、「闇の創造主を統治する創造主」に何

が起きていたのか聞いてみました。 

「おそらく、この創造主はいくつもの分身を

作り、地球上でお互いを争わせていたようで

すが、その争いが「地下組織を産み出す創造

主」だけでなく、このボスにも影響して力を

失わせていたようです。 

要するにお互いが争い合う事に疲れてしま

ったのでしょう。」 

 

なるほど、確かにいくら闇の創造主といえで

も、お互いが争い合ってばかりでは、力も弱

くなってしまう事でしょう。 

 

私達は、これで「第 20 評議会の創造主」が

探していた創造主を全て見つける事ができ

ました。 

後は「第 20 評議会の創造主」が、彼らをし

らべ処理してくれる事でしょう。 

物理世界においても、光 50％台に影響を及

ぼしそうな「闇の創造主」は、これでほとん

どいなくなる事になります。 
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ただ、それほど力を持っていない「闇の創造

主」や創造主から力をもらって強力なパワー

を得たダークピープル達がまだ残っていま

すので、まだまだ安心はできません。 

いくつも小さな小競り合いがこれからもし

ばらく続きます。 

 

 

 

PART4 光 40％台の世界のルール 

 

私達は、闇のエネルギーから生まれてきた創

造主達を見つけ出すと「第 20 評議会の創造

主」に引き取ってもらい、私達の光の地球か

ら引き離してもらいます。 

光が多い地球では、彼らはもうすでに存在し

なくなりましたので、彼らに従うダークピー

プルや彼らが作った人々を陥れる罠はやが

て消えていく事になるでしょう。 

 

光 40％台の世界では、闇のエネルギーから

生まれた創造主の存在自体は、消えていって

いるようですが、彼らを模倣した闇の創造主

達や彼らによって力を増したダークピープ

ル達はまだたくさん残っています。 

 

3月後半から 4月にかけて、物理世界では、

まだ光40％台の世界にいる人々と接してい

ますので、そのような人々を通して、ダーク

ピープル達が、私達にサイキックアタックを

かけてきます。 

彼らは、自分達を支えてくれた闇の創造主を

失ったのは、私達のせいだと思っているよう

です。 

 

そして、自分達が捉えているスターピープル

や光が多い人々を私達が解放していくもの
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ですから、何かと私達の邪魔を行おうとして

います。 

特に「大天使による統合と浄化のセミナー」

の前後には、すさまじいサイキックアタック

が来るので、私達も大変です。 

 

しかし、これも難しい問題があります。 

それは、いまでも光 40％台のダークピープ

ル達のもとに捕らわれているスピリットを

持つ多くの人々は、自ら同意してダークピー

プル達のもとにいる事が多いのです。 

 

つまり、ダークピープルのもとにいると特殊

なヒーリング能力や予知能力、カリスマ的な

魅力、人をコントロールする能力やパワー、

政治や経済的な成功を収めるための能力や

人間関係などがダークピープルによって与

えられるので、その力を使って成功している

人が多いのです。 

 

そのような人達は、それらの能力がダークピ

ープルによって与えられているとは思わず、

自分の努力に対する当然の結果だと思って

います。 

なかには、それがダークピープルによるもの

だと分かっていても、「悪魔の契約」をする

事で、あえてその力を手に入れたいと思って

いる人もいます。 

 

そのような契約の裏には、自分の魂やスピリ

ットをダークピープルやダークエンジェル

達にうりわたし、長い間、彼らに使えなけれ

ばならない契約もありますが、人間はその事

を全く気にせずに契約してしまうのです。 

 

また、力を持った人やカリスマ的な人に依存

してしまう人も同じです。 
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自分で考える事や行動する事がめんどくさ

いので、力を持ったヒーラーや占い師、政

治・経済界の有力者達に頼ってしまいます。 

依存してしまう人は、相手に対してお金だけ

でなく、自分の生命力や未来の希望まで渡し

てしまいます。 

そして、どんどん無気力な人間になってしま

うのです。 

 

私達は、そのような人達が捕らわれた場所を、

セミナーやアチューメントを通して探しだ

し、セミナーの受講者だけでなく多くの人の

魂やスピリットを解放しようとするのです

が、私達の話しに納得して、捕らわれている

場所から出ていこうとする人達は、本当にわ

ずかです。 

 

残りの人達は、今の自分の現状に満足してい

るのでしょう、自分達に与えられた力や環境

を手放したくない為に、捕らわれた世界から

出ていこうとしません。 

 

ダークピープル達にすれば、この場所にいる

人々は、自分達を求めているし自分達が与え

た力や能力を使って仕事をしているので、こ

こにいるのは当然の事なのだと言います。 

そして、お互いが合意したうえで作られてい

る関係性を壊し、自分達の邪魔をしているの

は、私達のほうだから、自分達の邪魔をせず

に早く出て行ってくれと、言います。 

 

確かにそうなのです。 

私達が、彼らの世界に入る事によって、その

世界とは不釣り合いなエネルギーが入って

きますので、彼らの世界を混乱させてしまう

事は十分にあり得る事なのです。 

また、このような事は光 40％台の世界では

当然の事ですし、この世界にあった人々がこ
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こにいる訳ですから、手出しをする私達のほ

うが悪いという事になります。 

私達のセミナーやアチューメントを申込ん

でくる人達でも、皆さん「光の世界に行きた

い」と言いますが、自ら努力している人は少

なく、セミナーを受ければ、光の世界に連れ

て行ってもらえるだろう、私達と一緒にいれ

ば、光の世界にも行けるだろう、と考えてい

る人達もいます。 

 

そのような人々のスピリットや魂も、このよ

うな場所にとらわれているので、私達は、い

ったんは助け出すのですが、依存心が強い人

のスピリットは、やはり同じ場所に戻ってき

ます。 

 

私達は、ダークピープル達のサイキックアタ

ックを受けながら、皆さんのスピリットや魂

を救い出すために努力しているのですが、物

理世界の分離がどんどん進んでいった今と

なっては、もうそれも終わりにした方がよい

ようです。 

 

私達はもう、光 40％台の世界に捕らわれて

いる人々のスピリットの救出をそろそろ終

了したいと思っています。 

そして、光 51％以上の世界に来た人達のフ

ォローに力を尽くしたいと考えています。 

 

2018 年の夏には、物理世界も今まで以上

に分離が進み、異なる世界の人同士が交流で

きなくなります。 

そうなると、アセンションの基本的な計画で

あるスターピープルとのファーストコンタ

クトや人間の意識進化のためのプログラム

なども始まる事でしょう。 
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PART1 「第 20 評議会の創造主」からの

アセンションメッセージ 

 

私達は今まで創造主やスターピープル達と

共に、地球と宇宙のアセンションのために働

いてきました。 

それは、地球の皆さんには、はるかに予想を

超える宇宙創成からのドラマの最終章のよ

うな物語の一部だったのです。 

 

地球のアセンションは、地球に生きる人々の

意識進化だけでなく、創造主も含めた宇宙全

体の進化のために行われた事でした。 

その事の詳しい説明を「第 20 評議会の創造

主」が自ら語ってくれました。 

 

「第 20 評議会の創造主」というのは、私達

の宇宙のみならず多くの宇宙を統括する最

高レベルの創造主です。 

私もこのリーデイングを取るのに 3 日ほど

かかりました。 

それだけ深い内容と意味があるメッセージ

ですので、何度でも読み返してご理解くださ

い。 

 

 

 

〇光の創造主と闇の創造主 

 

それでは今まで秘密にされていた事を

TAKESHI さんにお話ししたいと思います。 

まだ私が若い創造主であった頃、宇宙の創造

第５章 アセンションの隠さ

れた真実 
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を任された私は、素晴らしい光あふれる宇宙

を創ろうと張り切っていました。 

しかしその頃の私は、まだまだ未熟な部分が

多くあり、自分の中にある闇のエネルギーを

十分にコントロールする事ができず、光と闇

が入り混じったアンバランスな宇宙しか創

る事ができませんでした。 

 

私の事を話す前に光と闇、そして光の創造主

と闇の創造主の意味についてもお話をした

いと思います。 

本来創造主の中には、創造の為のエネルギー

として 2 つの性格を持ったエネルギーが存

在しています。 

 

光と闇という言い方は、皆さんにとっては非

常に誤解を受けやすい言い方です。 

それは光と闇という言葉の中に、皆さんの善

悪の価値観が伴っているからです。 

光にも闇にも善悪はありません、ただの働き

なのです。 

 

その様な意味においては東洋哲学で語られ

る陰と陽という考え方の方が適切でしょう。 

東洋哲学の世界観では、対極から陰と陽が生

まれ、陰陽の配分から 5 つのエレメントが

生まれ、世界の創造が始まります。 

私達創造主も、その陰（闇）と陽（光）とい

う 2 つの異なる性格のエネルギーから、物

理世界を構成する為の様々なエネルギーを

生み出していくのです。 

 

光と共に働く闇は破壊的でも支配的でもあ

りません。 

宇宙を創造するにあたっても、皆さんの世界

に昼と夜があるように、光と闇がなければ、

宇宙を創造する事はできませんし、人々が生

きていく事も成長する事も出来ません。 
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闇と呼ばれるエネルギーはとても内省的で

創造的なものです。 

創造のイメージや創造の方向性を作り出し、

スピリットを形成するのも、本来は闇のエネ

ルギーの仕事です。 

そして、人々を成長させ、星々や宇宙を進化

させるための学びを与えるのも闇のエネル

ギーの働きです。 

 

創造主の働きにおいても同じ事が言えます。 

全ての創造主は、光と闇のエネルギーを合わ

せ持って存在していますが、通常の創造主は、

光に満ちており非常にポジティブな創造を

行なっています。 

 

しかし、創造主の中には光のエネルギーを十

分に持っていない創造主もいます。 

私達は、光を失い破壊的な闇のエネルギーし

か持っていない創造主を「闇の創造主」と呼

んできました。 

彼等が創る宇宙は、非常に退廃的で争いが多

い宇宙です。 

 

そして彼らは、他者に対して支配的でありた

いために、他の創造主や宇宙に生きる生命体

に対して暴力的で侵略的な行為を良く行い

ます。 

皆さんのアセンションを事ごとく邪魔して

きたのは、この「闇の創造主」達でした。 

 

それに対して、闇の創造主と表面的には同じ

ような働きをする創造主でも、光と闇を併せ

持ち、宇宙の成長や人々の学びのために働く

創造主を「闇の働きを持つ創造主」と呼んで

いるのです。 

 

こちらは、皆さんに対しても様々な課題を与

えますが、その課題を解決する事によって皆
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さん自身が進化していく事を願って行動し

ています。 

 

 

 

〇創造主から分離された闇のエネルギーと

闇の自分 

 

さて、創造主の事について少しはご理解頂け

たと思いますので、私の話に戻りたいと思い

ます。 

 

新たな宇宙の創造を始めた頃の私は、誰より

も光あふれる素晴らしい宇宙を創造したい

と考えていましたので、闇の働きをするエネ

ルギーを自分の創造から切り離したいと願

っていました。 

 

私を生み育ててくれた創造主は、光と闇のバ

ランスを取る事こそが創造主の学びである

と忠告してくれたのですが、私はその言葉を

聴かずに自分の中にある闇の力を、自分から

分離して封印してしまいました。 

 

私は、自分の内側から闇のエネルギーがなく

なったので、これで誰よりも光あふれる宇宙

が創れると自負していました。 

暫くの間、私の創造は理想的な形で進みまし

た。 

とても美しくて輝かしい宇宙や星々が生ま

れてきました。 

 

しかし、長い時を経て、私の宇宙に異変が起

こり始めました。 

今までの輝かしくて光あふれる宇宙の一角

に大きな闇の渦巻の様なエネルギーが発生

し始めたのです。 

私の宇宙からは、闇のエネルギーを排除して
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ありますので、この闇の渦巻の様なエネルギ

ーがどこから生まれてきているのか、私には

分かりませんでした。 

そして様子を見ている間にも、そのエネルギ

ーはすこしずつ広がり、周りの星々にも影響

を与え始めました。 

 

光輝く宇宙にある純粋な愛で満たされた

星々が、闇のエネルギーによって侵され始め

ると、星の輝きに陰りが生まれ、その星のエ

ネルギーが非常にアンバランスなものとな

っていきました。 

 

その星に住む人々も、本来は深い愛に満ち溢

れた人達だったのですが、いつしか憎しみや

欲望などを持つようになり、お互いが欲しい

ものを奪い合ったり些細な事で争うように

なってきたのです。 

 

私は、その様な状況を不思議に思い、その闇

のエネルギーを調べてみる事にしました。 

私が、闇のエネルギーを覗き込むと、そこに

はもう一人の私がいました。 

その闇は、私がかつて封印した私自身の闇だ

ったのです。 

私は驚きましたが、その時、私を生み育てて

くれた創造主から言われた事を理解しまし

た。 

 

この闇のエネルギーは私から切り離される

事で、自ら意思を持ち、もう一人の私として

成長してきたのです。 

その頃の私は、創造主としても大きな力を持

ち、私の宇宙の創造を手伝ってもらうために

多くの創造主達も生みだしていました。 

しかし、私から切り離された闇のエネルギー

も、私と同じように成長して、彼自身が創造

主を自ら生み出していたのです。 
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ただし、もう一人の私の中には光が有りませ

んので、彼が生み出した創造主は光を持たな

い闇の創造主ばかりでした。 

 

そして私達が気付かない所で、私の宇宙とは

異なる別の宇宙が出来上がっていました。 

その宇宙には、たくさんの闇の創造主が生み

出されていましたが、光よりも圧倒的に闇の

エネルギーが大きな宇宙です。 

その宇宙は、私達が創造の原理としている

「愛」から生み出されたのではなく、「闇の

自分」を見捨ててしまった私への憎しみや怒

りのエネルギーをもとに宇宙が生み出され

ていたのです。 

 

私達は、闇が多い宇宙がいくつも存在してい

る事に驚きました。 

しかも、それらの宇宙が、私達の宇宙に関わ

ってきた事で、それらの宇宙の存在を初めて

知ったのです。 

私は、自分の分身がつくりだした宇宙を見て

大変なショックを受けました。 

そこには、私が切り捨てたかった闇のエネル

ギーが巨大な渦を巻いていたからです。 

 

私はかって、自分から切り離した闇のエネル

ギーを再度封印して、闇のエネルギーから生

みだされた宇宙を光に返そうと試みました。 

しかし、長い間に成長していくつもの宇宙を

創造してきた「闇の自分」はとても強い力を

持っており、彼を封印する事はその当時の私

にはできませんでした。 

 

それから長い間、私が作った光が多い宇宙と

私から切り離された闇のエネルギーによっ

て生み出された闇が多い宇宙は、お互いせめ

ぎ合って存在してきました。 

闇が多い宇宙に生み出された多くの創造主
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は、私がかつて封印した闇のエネルギーから

生まれていますので、私に対して大きな憎し

みを抱いていました。 

 

彼等は、私に復讐する為に、私が作り出した

宇宙に対して、闇の創造主を送りこみ、光の

宇宙を混乱させ、闇が多い宇宙に変えていき

ました。 

私が生み出した光の創造主にさえも、闇のエ

ネルギーを吹き込み、創造主として行っては

いけない事を行なわせたりしましたし、星々

に生きるスターピープル達や多くの生命体

の意識を混乱させて、私が生み出した光の宇

宙を破壊しようともしました。 

 

そしてついに私が生み出した最高次元の 4

人の創造主達を反目させ、創造主大戦争を引

き起こしてしまったのです。 

 

闇の力によってコントロールされてしまっ

た「始まりと終わりの創造主」は、闇の力を

得て他の 3 人の創造主の動きを封じ、私の

手の届かない所に閉じ込めてしまいました。 

そして、彼らが生み出した創造主やスターピ

ープル達も姿を消してしまいました。 

更に「始まりと終わりの創造主」も、闇のエ

ネルギーに飲み込まれ姿を消してしまいま

した。 

 

私は「創造主大戦争」によって、私にとって

はかけがえのない大切な創造主達の多くを

失ってしまったのです。 

そして光の創造主達を失ってしまった宇宙

は大きな闇のエネルギーによって飲み込ま

れていきました。 

 

私は、自分が作り上げた宇宙を私の手に取り

戻すために、様々な苦労を重ねてきました。 
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光の創造主達をたくさん生み出して、闇の創

造主に対抗させようとしましたが、本来愛と

平和に満ちている創造主達は争う事を好み

ませんので、次々と闇の創造主達に利用され

ていきました。 

そして長い時間が、私達に宇宙に流れていき

ました。 

 

 

 

〇闇が多い宇宙から光が多い宇宙へと変え

るアセンションのシステム 

 

その様な中で作り上げたのが、アセンション

というシステムです。 

アセンションはまさに、闇が多い宇宙から光

が多い宇宙になるために、私が考え出したシ

ステムです。 

その宇宙に生きている生命体を段階的に成

長させ、光と愛の度合いが高い生命体にする

事で、その生命体が住む星々を光が多い星へ

と変えていきます。 

 

そして、連鎖的に闇が多い星々が、光が多い

星々に変わる事で闇が多い宇宙から少しず

つ闇を分離して、光が多い宇宙へと変えてい

くのです。 

その為には、今回のアセンションのように、

ひとつの星でも、闇が多い世界は切り離して

いかなければならない時もありました。 

 

もちろん全ての星々や宇宙が簡単にアセン

ションを実現出来たわけではありません。 

闇のエネルギーを分離し、光あふれる宇宙に

戻す事ができた宇宙もあれば、そうでない宇

宙もあります。 
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光の創造主達が闇の創造主の妨害に負けず

に、正義を貫きアセンションを実行できた宇

宙はよいのですが、皆さんの宇宙のように、

光の創造主達であっても闇の力に理性を奪

われた創造主達がいる宇宙では、なかなかア

センションを成功させる事はできません。 

 

皆さんに知っておいてもらいたい事があり

ます。 

皆さんの地球がアセンションするという事

は、他の星々のアセンションとは全く異なる

理由があるのです。 

通常一つの星は、惑星であれ恒星であれ、そ

の周辺の星々を除いて閉鎖的なシステムの

中に有ります。 

地球のように一つの星の変動が銀河全体、あ

るいは宇宙全体に影響を与える事はありま

せん。 

 

それは、本来、スピリチュアルな世界や物理

的な世界は、異なる世界どうしが交わる事や

交流する事が許されていないために、他の世

界に対してゲートが開かれていないからで

す。 

 

これは創造主戦争が起きる前、闇のエネルギ

ーを持った創造主達が、光が多い宇宙に侵攻

してきた時に、その侵攻を止めるために作り

出された大切なルールなのです。 

 

しかし、地球の変化は天の川銀河どころか宇

宙全体に対しても大きな影響を与えます。 

それは、地球が天の川銀河だけでなく多くの

世界と関わりが持てるように、ゲートが開か

れているからなのです。 

もちろん、一般の人々がそれらのゲートを利

用して様々な世界に行く事ができる訳であ

りません。 
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ゲートが開かれている理由は、地球に生まれ

変わろうとするスターピープルや創造主達

はこのゲートを使って地球に降りてきたり、

元の世界に帰っていく事が出来るようにな

っているのです。 

私を含めこの宇宙の創造主達やスターピー

プルのスピリットを持っているあなたであ

れば、創造主達やスターピープル達が関わる

事が出来るほとんどの次元に、地球の物理世

界からアクセスする事ができるのです。 

 

以前、超古代創造主が生み出した古代のスタ

ーピープル達を救い出すために地球のみな

らず様々な星へ行けたのも、このゲートが開

かれていたおかげです。 

中には、地球にしかゲートを開いていない世

界もありますので、その様な世界は地球以外

の星からは探索する事ができません。 

 

しかしこのゲートを使用できるのはスター

ピープルや光の創造主達だけではありませ

ん。 

ダークピープルや闇の創造主達も同じよう

に、このゲートを使う事ができますので、彼

等も地球と地球人に対して大きな影響力を

与える事ができます。 

 

私達が、闇の創造主を探す時は、地球の物理

世界からそのゲートを探し、捕まえるしか方

法がないのです。 

その為に、皆さんには本当に申し訳なかった

のですが、闇の創造主達が皆さんに関わって

くるときでなければ、彼らを捕まえる事はで

きなかったのです。 

 

地球に開かれたゲートについてもう少しお

話しましょう。 
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地球の物理世界は、創造主やスターピープル

の学びのために異なる世界へのゲートが開

かれていますので、様々な星の人々が、地球

に入ってくる事になりました。 

 

彼らのスピリットは、地球人としての肉体を

持ち、この地球で生活する事になります。 

皆さんのように、物理的な肉体を持っていれ

ば、様々な波動の人達と関わる事ができます

し、他の星では体験できないような経験をし

て、大きな学びを得られる事が可能になって

いるのです。 

 

しかし、その為には重要な条件が付けられま

した。 

地球に生れてきた人は、自分のスピリットと

直接交流する事ができず、これまでに培って

きた自分自身の能力や記憶などもすべて忘

れた状態で生きていかなければならないと

いう条件です。 

 

そうしないと、大きな能力や力を持った創造

主やダークピープルが地球に降り立つと瞬

く間に地球が侵略されてしまい、大きな争い

が起きてしまうのです。 

 

かつてシリウス星系でも同じような事が起

きました。 

シリウスはその当時、様々な次元につながる

ゲートを持っていたのです。 

そして、闇の創造主がそのゲートを奪う為に、

光の創造主とスターピープル達を一掃しよ

うとして大きな星間戦争を引き起こしてし

まったのです。 

 

地球では、同じような過ちを繰り返さないた

めに、地上に生きる人の意識とスピリットは

分断されたのです。 
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この事によって地球人は、特定の人間が強力

なパワーを発揮する事を抑え、平等な状態で

生きていく事が出来るようになりました。 

 

そしてスピリットと人の意識の間に魂を置

き、スピリットの意識の一部分のみが地球に

生きている人達にも理解できるようにして

あります。 

地球人は、自ら努力する事によって、自分の

スピリットの本質や使命などを少しだけ知

る事ができます。 

そして、その努力に応じてスピリットの能力

の一部が使えるようになるのです。 

 

 

 

〇多くの世界に開かれたゲートを持つ地球

を巡る争い 

 

しかし、様々な世界にゲートを開いている地

球は、闇の創造主やダークピープル達にとっ

てはとても魅力的な場所です。 

この地球のゲートを使って様々な場所に自

由に行く事ができれば、宇宙の様々な星々を

略奪し支配する事がとても簡単になるから

です。 

闇の創造主にすれば、地球を制する事で天の

川銀河や皆さんの宇宙に対する支配力は一

気に高まります。 

 

闇の創造主と光の創造主は、今度は地球の支

配権をめぐって争う事になりました。 

闇の創造主のリーダーは、たくさんの闇の創

造主達を生みだして、光の創造主の働きを妨

害してきました。 

そして地球の物理世界にもダークピープル

やダークエンジェルを送り込み、肉体を持っ

て生きている地球人の意識をコントロール
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して、自分達の側につけていったのです。 

ダークピープル達は、自分達の誘いに乗って

きた地球人達の意識の中に入り込み、闇の創

造主の意思のままに地球人を動かしていき

ました。 

 

光の創造主達もスターピープルや天使達を

地球に送りこみ、ダークピープルやダークエ

ンジェル達のたくらみを阻止しようとしま

したが、スターピープルや天使達は、地球人

の許可がないとその人に関わる事ができま

せんので、地球人を見守る事しかできません

でした。 

 

地球は、地球人を通して、闇の創造主と光の

創造主が対立する場所となったのです。 

しかし、今迄は闇の創造主達が優勢だったた

めに、何度か計画されたアセンションも失敗

に終わりました。 

 

アセンションを行なうために、地球に降りて

きた創造主や優秀なスターピーピル達も沢

山いましたが、すぐに正体を見破られ、ダー

クピープル達によって大きな迫害を受け、本

来の力を発揮する事ができませんでした。 

地球は様々な波動の人達が自由に交流出来

る場所なので、闇の創造主やダークピープル

達が、人々から光を奪うには好都合の場所で

す。 

 

光の創造主達は地球をアセンションさせる

ために、たくさんのスターピープルを地球に

派遣してきました。 

しかし、地球では、スピリットの意識と人と

しての意識が切り離されているので、地球に

生れてきたスターピープル達が目覚める前

に、彼らの魂や意識をダークピープルやダー

クエンジェル達が取り込んでしまうのです。 
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その為に、ほとんどのスターピープル達はス

ターピープルとして活躍する前に、ダークピ

ープル達に光を奪い尽くされてしまいます。 

そして、多くのスターピープル達や創造主達

のスピリットが闇の創造主によって閉じこ

められたまま、地球は争いと略奪の歴史を切

り返していったのです。 

 

更に言うならば、私が、かつて切り離した闇

のエネルギーである「闇の私」は、光を初め

から持っていませんので「闇の創造主」しか

生みだす事ができませんでした。 

その為に、光を求めて、光が多い宇宙に侵攻

し、光の創造主が持つ光を取り込もうとした

のです。 

 

闇のエネルギーは闇だけでは存在する事が

できません。 

闇が存在する為には光が必要なのです。 

そして闇の創造主もダークピープルも、自分

の力だけでは生きていく事ができませんの

で光の創造主や光をもった地球人、スターピ

ープル達の光と活力を奪い続けなければな

らないのです。 

 

 

 

〇「闇の自分」との統合を図る第 20 評議会

の創造主 

 

第 20 評議会の創造主である私は、かつて自

分から切り離した闇のエネルギー、闇の自分

自身によって多くの宇宙が、いまだ混乱の中

に有る事を深い憂いと共に見ておりました

が、その混乱を最終的に解決しなければなら

ない時がやってきました。 

このままでは、光の創造主と闇の創造主の争
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いが永遠に終わる事がありません。 

 

私自身が切り離した闇のエネルギー、そして

もう一人の私自身と統合を図り、光と闇がバ

ランスを持って存在できるようにしなけれ

ばならないのです。 

そして「闇の自分」が生み出した多くの闇の

創造主達を光に返していかなければなりま

せん。 

その為に、私は自分のスピリットの一部をい

くつかに分け、地球の物理世界に降ろしまし

た。 

 

地球のアセンションを完成させ、地球を光の

創造主のもとに取り戻さなければならない

のです。 

そして、地球のアセンションを妨害してくる

闇の創造主や闇の創造主によってコントロ

ールされている創造主達を残らず光に返し

ていく計画を立てました。 

 

もちろん今までの経緯から考えて、この計画

が成功する見込みは決して高くありません

が、大天使達は勿論、優秀なスターピープル

達を総動員してこの計画を実行する事にし

ました。 

 

そして世界中に降ろされた私のスピリット

達のなかで、TAKESHI さん達が生き残り、

皆さんのスピリットに託された使命に目覚

める事ができました。 

 

私だけでなく多くの光の創造主達は、自分が

置かれた立場ごとに様々な問題を抱えてい

ましたが、TAKESHI さん達が目覚め、ひと

つずつ創造主の階段を駆け上っていくにつ

れ、それらの問題を解決し、闇の創造主達を

光に返し、封印されていたスターピープル達
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を目覚めさせていきました。 

 

そして私の手の届かない所に封印されてい

た超古代創造主達も助ける事ができました。 

彼等は、私の力をいくつかに分けて生みだし

た創造主達です。 

 

4 人の創造主が私のもとに戻ってくる事で、

私自身も完全な力を発揮する事ができます。 

残念ながら、「始まりと終わりの創造主」は

闇の力とひとつになってしまいましたが、残

りの 3 人の創造主は皆さんの助けもあって

私のもとに戻ってきてくれました。 

 

さすがの私でも、この 3 人の創造主の助け

なくしては、かつて私から分離した「闇の自

分」と向かい合い、再統合する事は不可能で

した。 

いえ「闇の自分」を見つけだし捕らえる事す

らできなかったでしょう。 

そして、皆さん達が多くの闇の創造主を処理

していただいたおかげで、「闇の自分」は、

その力の多くを失いました。 

 

「闇の自分」は、私と統合される事を望んで

はいませんでしたので、アセンションを妨害

し、皆さん達をこの世から抹殺するために、

たくさんの闇の創造主やダークピープル達

を皆さんのもとに送り込んできました。 

 

皆さんには大変つらい思いをさせてしまっ

たのですが、私達にとっては、闇の創造主を

見つけだし光に返す事ができる大切な機会

だったのです。 

 

しかし、ついに「闇の自分」を見つけだし、

再統合に成功しました。 

再統合している間は、皆さんの宇宙自体が光
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と闇のバランスが大きく崩れ、光の創造主達

にも大変な迷惑をかけてしまいましたが、こ

の統合によって「闇の自分」から生まれた全

ての闇の創造主は力を失い、その支配力は消

えていく事となります。 

 

皆さんの宇宙を今まで支配してきた闇の創

造主は、皆さんの世界から消えていく事にな

ります。 

これからは、彼等によって生み出されたダー

クピープルや創造主まがいの存在も、皆さん

の宇宙から消え失せ、皆さんとスターピープ

ル達によって新しい未来が訪れる事になり

ます。 

 

皆さんの宇宙の創造主達も、今まで闇の創造

主によってコントロールを受けていた一面

もありますが、これからは全ての創造主が光

と闇を程よく持ち合わせた素晴らしい創造

主になっていく事でしょう。 

皆さんの世界のアセンションは、完成へと近

づいています。 

 

皆さんと分かたれた闇が多い地球が属する

宇宙では、彼らの存在は影のように残るでし

ょうが、今迄の様な強大な力を持つ闇の創造

主は消えていく事でしょう。 

彼等によって創造された多くの闇が多い宇

宙も、これから少しずつ光が増していつかは

光が多い宇宙へと変わる事になります。 
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PART1 アセンションすると何が変わる

のか 

 

ときどき、地球のアセンションが起こると全

てが一度に変わって素晴らしい世界になる

のだと思っている人がいます。 

私も、以前はそう思っていましたので、アセ

ンションにとても大きな希望を抱いたもの

でした。 

 

特にアセンションが進むにつれ、ダークピー

プルや闇の創造主からのサイキックアタッ

クで、体を壊し死にそうな目に合った事もあ

りましたし、私の会社もスタッフが辞めたり、

売り上げが急降下して倒産寸前まで行きま

したので、地球がアセンションすれば、全て

が変わる、全てが変わってほしいと、必死で

願っていたものです。 

 

人は苦しくなればなるほど、誰かにすがりた

くなります。 

そのころの私達もすがるような思いでアセ

ンションのために働いていました。 

しかし、アセンションはその様な気持ちを捨

て去ったところから始まります。 

 

それでは、地球のアセンションが完了すると

どの様な変化が起きるかを、私なりに説明し

てみたいと思います。 

スピリチュアルな世界ではもうすでにアセ

ンションは終了していますので、大きな変化

が起こりました。 

第 6 章 アセンションを迎え

た地球 
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地球や地球が属している宇宙を荒らしまわ

っていた「闇の創造主」の多くが光に帰り、

私達の宇宙を統括する光の創造主達による

宇宙の仕組みが完成したようです。 

そして闇の創造主に捉えられていたスター

ピープルや地球人のスピリットも解放され、

私達の宇宙は健全な成長を迎える事になり

ます。 

 

しかしながら、私達の地球はアセンションが

完了しても全てが一度に変わるわけではな

いのです。 

他の星の場合は、その星に住む種族達の意識

は一つに統合されており、種族が成長した証

として、その星ごとアセンションしますので、

新しいステージに入る事をその星に住む全

ての人達は喜びをもって迎えます。 

 

しかし、地球のアセンションは、地球人がア

センションの事をほとんど知りませんので

自分達に何が起きているか理解する事が出

来ていません。 

そのために、地球では、多くの人達が共に住

む物理世界が一度に変わる事はありません

でした。 

 

地球のアセンションは、他の星のアセンショ

ンと違って、異なる波長をもつ人々を分離す

る事からはじまったのです。 

 

最初は、創造主達も地球人全てをアセンショ

ンさせて、地球人の種族そのものを進化させ

ようと考えていたようですが、地球人は様々

な価値観を持っており愛の度数も人によっ

て全く違います。 

 

地球人としての進化を望まず、欲望のままに

暮らしたいと考えている地球人も多数いま
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した。 

しかも、地球には多くのダークピープルがか

なり昔から入り込んでおり、地球人をコント

ロールしたり、地球人と一体化して地球の物

理世界を支配していたのです。 

 

スターピープルや光の創造主は、闇の創造主

によって、その力を抑え込まれておりました

ので、十分に活躍する事が出来ず、地球は闇

の多い世界になってしまっていたのです。 

 

このままでは地球人を進化させるどころか、

彼らによって捉えられたスターピープルや

地球人のスピリットさえも助け出す事が出

来ない状態でした。 

 

創造主は、その現実を見て、地球人の全てを

アセンションさせるのではなく、地球人とし

て進化していく資質を持っている人だけを

救い出しアセンションさせるしかないと考

えたのです。 

 

そのために、光を多く持った地球人や愛の度

合いの高い地球人、純粋で優しい心を持った

地球人を地球の物理世界から助け出す事を

スターピープルに命じたのです。 

 

地球のアセンションは、地球をいくつかのパ

ラレルワールドに分け、様々な価値観を持つ

人々や異なる波長を持つ人達を、それぞれの

地球に分離する事を第 1 目的とする事にし

ました。 

 

そして地球人として進化を望む人達や光が

大きい人達、愛の度数が高い人達を、新しく

作った光が多い地球へと送り、そうではない

人達と異なる世界へ分ける事にしたのです。 

そこは光 51％以上の世界ですから、光の創
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造主達が統治する世界となります。 

 

同じ地球人でも、自分の事ばかり考えている

人や経済的な利益ばかりを追い求めている

人、他人を支配したり他人の物を略奪する事

に喜びを覚えている人達は、スターピープル

達がどれほどメッセージを送っても振り返

ろうとしませんので、彼らは今までと同じ地

球に残り、今までと同じような世界で暮らす

事になります。 

 

このような人達の生活や人生は今までとは

何一つ変わる事がありませんのでアセンシ

ョンが起こっている事には全く気付きませ

ん。 

これが「物理世界での人々の分離」と呼ばれ

ているものです。 

 

「物理世界での人々の分離」を簡単に説明す

ると、皆さんが中学校を卒業して、次にさま

ざまな学校に行ったり就職したりする事に

似ています。 

 

中学校までは、どのような子供達であっても

同じクラスで同じような教科を学びます。 

全ての子が分け隔てなく生きる事ができま

す。 

これが今まで、皆さんが生きてきた地球の在

り方でした。 

皆さんがどの様な人であったとしても、全て

の人と同じ物理世界に生きる事が出来まし

た。 

そして考え方が全く異なる人とも自由に会

って会話をしたり学び合う事もできたので

す。 

 

しかし中学校を卒業すると、皆さんは自分の

目的や価値観に合わせて様々な学校に行っ
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たり、就職する事になります。 

もっと勉強して大学に行きたいと思う子は

普通科に行きますし、工業や技術を学びたい

子は工業高校、農業を学びたい子は農業高校、

社会に出る準備をしたい子は商業高校に行

きます。 

 

芸術や音楽など特別な技能を身に着けたい

子はその様な学校に行くか自分独自で修行

します。 

あるいは進学せずに、会社などに入社して社

会に出る子もいます。 

どの道を選択しても自由ですし、どの道が良

いとか悪いという価値判断もありません。 

ただ自分が行きたい道に進む事になるだけ

です。 

 

地球のアセンションも同じです。 

今の世界がよいと思う人もあれば、もっと争

いが多くサスペンスな世界が良いと考える

人もいます。 

あるいは、経済的、政治的に成功して、もっ

と豊かになりたいと考えている人もいます。 

 

あるいは、豊かな愛の世界に行って地球人と

して進化したいと考えている人もいるでし

ょう。 

現在の地球のアセンションは、それぞれ自分

達が望む世界に分かれて歩みはじめた状態

です。 

 

これから、皆さんは自分が望む世界で生きて

いく事になります。 

しかし自分の意識と行動が伴わなければ、自

分が望む世界に行く事はできません。 

 

いくら光が多い世界に行きたいと思ってい

ても、自己中心的な生き方や他人に依存する
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ような生き方をしていては、決して光の世界

に行く事はできません。 

 

また憎しみや怒りの感情、不安や恐れ、悲し

みの感情に支配されていては、愛に満ち溢れ

た人々と同じ世界に行く事もできません。 

皆さんが、どの様な願いを持とうとも、現在

の自分に見合った世界に行く事になります。 

 

しかし、光の多い世界やアセンションした世

界についたからといって、そこがまるで楽園

のような素晴らしい世界であるわけではあ

りません。 

 

最初は、あなたが今まで暮らしていた世界と

ほとんど変わりない世界です。 

その現実にがっかりする人もいるかもしれ

ませんが、アセンションが完了するとすべて

が変わる、という期待はすべて捨ててくださ

い。 

 

アセンションした世界は、初めから理想の世

界があるわけではなく、これから作り上げて

いかなければならないのです。 

しかし、そこに生きている人達は、愛の度数

が高く地球人の意識進化を望んでいる人達

ばかりですので、今までとは異なる素晴らし

い未来が開けてきます。 

一緒に生きているだけでも、楽しい気持ちが

伝わってくる事でしょう。 

 

そして、あなた自身が多くの仲間達と共に、

すばらしい未来を作り上げていくのです。 

誰かが、自分のために光の楽園を作ってくれ

ると考えている人は依存心が強い人なので、

初めから光の世界に入る事はできません。 

 

1 人 1 人が、光の世界を作り地球人として
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意識進化してスターピープルになっていく

事が大切です。 

その為に必要な事は、皆さんの友人であり、

教師であるスターピープル達が指導してく

れる事になっています。 

 

光が多い世界では、先ず皆さんをサポートし

てくれるスターピープル達との交流が始ま

るでしょう。 

彼等は何時でも注意深く皆さんの事を見守

り、地球人がアセンションしていく事をサポ

ートしてきました。 

皆さんは、常に彼等の助けを受けていたので

すが、彼らの事は全く知らずに過ごしてきた

のです。 

 

光が多い世界では、皆さんの心の準備ができ

たら、スターピープルとのファートコンタク

トも行なわれる事になっています。 

皆さんが、スターピープルに対する恐れや不

安、そして助けてもらいたいという依存心を

捨て、地球人の進化のために、良き先輩とし

てアドヴァイスをくれる存在であると理解

した時、ファーストコンタクトは行われます。 

 

それ以前にも、スターピープルは皆さんの夢

の中に現われたり、潜在意識に働きかけて、

皆さんの意識が活性化していく事をずっと

助けていました。 

彼等の助けがなければ、光の世界に行ける地

球人は本当に数えるほどしかいなかった事

でしょう。 

 

しかし、光が多い世界では、数年のうちにス

ターピープルが地上に姿を現し、皆さんの新

たな進歩のために様々な面で協力してくれ

る事になります。 
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それは、今よりも簡単に他の星々へと行ける

ような宇宙工学だけにとどまらず、皆さんの

生活をさらに進化さえていく様々な技術や

考え方、新たなシステムをつくるための価値

観などを地球人が見出していく事を支えて

くれます。 

そして、地球人は大いなる意識の目覚めを迎

えるのです。 

 

しかし、その為には、地球人が乗り越えてい

かなければならない問題がいくつもありま

す。 

多くの国に分割されている地球が、ひとつに

統合されていかなければならない事や「愛」

を基本とした教育と社会的なシステムを作

りあげていかなければならない事です。 

 

そして、それらを実現するためには、私達 1

人 1 人が宗教や国境、人種や考え方の違い

を全て乗り越えて、共に助け合えるような地

球意識を身に着けていかなければならない

のです。 

それが、地球のアセンションの次の目的です。 
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PART1 呼びかけてくるスピリット  

 

本来は 2018 年の 3 月末で、地球のアセン

ションは終了し、地球の物理世界は分離され

た世界となる予定でした。 

そして前章のアセンション最終章が、アセン

ション前の最後の記載となるはずでした。 

それは私達だけでなく全ての創造主やスタ

ーピープル達もそのように考えていたので

す。 

しかしながら、地球と私達のアセンションは、

まだ終了する事はできませんでした。 

もうしばらくアセンションの最後の後処理

をする必要が出てきてしまったのです。 

 

4 月になると、恵理さんの妊娠を気遣ってし

ばらくセミナーやアチューメントを休む事

にしました。 

しかしながら、どうしても私達のセミナーを

母娘で受けたいと言われる方がいらしたの

で、一度お電話でお話をさせてもらう事にし

ました。 

 

セミナーや電話でのセッションを行なう前

に、私達はその方のスピリチュアルな状況を

前もって調べる事があります。 

そうでなければ、その方がどのようなスピリ

ットを持ち、どのような環境にいて、どのよ

うな問題に直面しているかわからないから

です。 

 

第 7 章 新たな種族を生みだ

す苦労 
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人の言葉は、自分の事を正確には語らないも

のですから、あらかじめその方のスピリット

の状況を正確に把握しておかねばなりませ

ん。 

特に様々なヒーリングを行なっている方に

対してセミナーやセッションを行なう場合

は、そのヒーリングの裏に隠れているダーク

ピープル達が私達を攻撃してくる事があり

ますので、注意が必要です。 

 

この時も、お嬢さんが、私達のセミナーを受

けたいと仰っていたので調べてみると、お嬢

さんのスピリットは、光 40％台の世界に捕

らわれていました。 

お嬢さんのスピリットは、自分自身が望んで

はいないのにその場所に捕らわれていたの

で、簡単に救出する事ができました。 

捕らわれているスピリットが、その場所にい

たいと思うならば救出する事はできません

が、お嬢さんのスピリットはそうではなかっ

たので助ける事ができたのです。 

 

私は、セミナーを希望されている方のアチュ

ーメントをセミナー前に行う事にしました。 

その方（F さん）は、様々なヒーリングやス

ピリチュアルな活動をなさっている方でし

たので、あらかじめ不要なエネルギーをクリ

アーにしておく必要があるからです。 

 

私達は「大天使ミカエルの破邪の剣と大天使

ウリエルの導きの光」を彼女に行い不要なエ

ネルギーをとり除くとともに、彼女に対して

ヒーリングやスピリチュアルな活動の裏に

潜む人間のエゴについて話しました。 

そして、そのエゴを利用するダークピープル

や闇の創造主達の野心についても話したの

です。 
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ヒーリングやスピリチュアルな活動を行な

う人々の多くが、ヒーリングや霊視力などの

特殊な力を得て、他人から特別な存在として

見られたい、苦労する事なく多くのお金を得

たいと考えています。 

 

最初はだれでも、人々を癒したい、人の役に

立ちたいという思いでこの世界に入って行

くのですが、ヒーリングやスピリチュアルな

施術を仕事にし始めると、自分の生活や利益

の事を考えはじめ、どうしても儲けたい、多

くのクライアントさんを集客したいという

気持ちが強くなってきます。 

 

その様な思いを持った人々は、ダークピープ

ルやダークエンジェル達と深い関わりを持

ち、彼らの力を使ってヒーリングなどの仕事

をするようになるのです。 

 

ヒーリングにたずさわる人の多くが、自分達

が繋がっている存在は本当の天使や正当な

マスターであると信じこまされていますの

で、自分達がダークピープル達の力を使う事

に何の疑問も持ちません。 

しかし、私達から見れば、その様な行為を続

ける事で、自分のスピリットの光を彼等に奪

われてしまうのです。 

 

私のアチューメントが終了した夜、彼女のス

ピリットに変化が起きたようです。 

私達が眠りに入ろうとしていた頃、アチュー

メントを受けてくださった方のスピリット

が恵理さんに話しかけてきました。 

 

私が大天使ミカエル達のアチューメントを

行う事で、ダークエンジェルやダークピープ

ル達の呪縛がとけ自由になったようです。 
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そして F さんのスピリットは私達に思いが

けないお願いをしてきました。 

 

「TAKESHI さん、恵理さん、私達の種族を

助けてください。 

私達の種族は新たに地球にやってきたので

すが、自分達の使命を果たす事なく、現実世

界に捕らわれてしまっています。 

私達は、自分達の大切な目的を果たさなけれ

ばならないのです。」 

 

F さんのスピリット、もしくはスピリットの

一部は、この地球のアセンションをサポート

するためにやってきたスターピープルのよ

うです。 

私は、太陽種族のフレッドとロッド星人、そ

して地球のアセンションの実務を担当する

アシュタールのエレナさんに出てきてもら

い、この種族の事を尋ねました。 

エレナさんやロッド星人はこの種族の事に

ついては未だ詳しい情報を持っていないよ

うでした。 

 

「TAKESHI さん、私達は、未だこの種族の

事については詳しい情報を得ていません。 

ただ創造主様が、地球上に新しい種族を生み

だす事を考え行動しているという事は聞い

ていますが、その事と関係があるかどうかは

分かりません。」 

 

私はフレッドに尋ねました。 

「フレッドは未来から来ているので、この種

族が地球に生れた事や活動した記録はない

のですか。」 

 

「TAKESHI さん、実は私達が来た未来と今

の地球が進んでいる未来はもうすでに異な

ってきているのです。 
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私達が存在していた歴史の中では、この時期

に、このような種族は登場してきません。 

第 20 評議会の創造主が、自分の闇を再び取

り戻した事で、今迄の地球とは異なる地球に

なってしまったのです。」 

 

「それはいい事なのですか。」 

「もちろん、第 20 評議会の創造主が闇を統

合してくれたおかげで、私が存在していた宇

宙で起こる様々な問題を事前に回避する事

ができましたし、今迄よりもさらに素晴らし

い宇宙が生まれてくる可能性があります。」 

 

「たとえば、どのような事が変わるのです

か。」と私は尋ねました。 

「私達にとって最も大切な変化は、太陽種族

だけでなく私達をサポートしてくれる月の

種族が生まれる可能性があるという事です。 

創造主は、私達に今後、月の種族を生みだす

予定があると言っていました。 

もしかしたらこの種族と月の種族が、何らか

の関係があるかもしれません。」 

 

 

 

PART2 新たなアセンションのために生

み出された種族 

 

私達は、第 20 評議会の創造主を呼びだして

直接聞いてみる事にしました。 

第 20 評議会の創造主は、私の呼びかけに応

え、すぐに出てきてくれました。 

 

「TAKESHI さん、実は大変困った事が起き

てしまいました。 

私は自分自身の闇を統合する事によって、今

までにない新たな宇宙を生みだす事ができ

るようになりました。 
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その為に、この物理世界において太陽種族の

サポートを行なう月の種族を生みだす事に

したのです。 

私は、このアセンションの時代に月の種族の

原型を生みだすために、時間をさかのぼって

新たな種族の種を地球人に仕込んだのです。」 

 

「新たな種とはなんですか。」私は尋ねます。 

「それは、月の種族を生みだす事を手助けす

るためのスターピープルのスピリットを地

球人のスピリットの一部として降ろしたの

です。」 

 

第 20 評議会の創造主の言葉にエレナさん

達も驚いています。 

「第 20 評議会の創造主よ、そのスターピー

プルはどこからやってきたのです。」 

 

「彼等がやってきた宇宙は、地球のアセンシ

ョンをサポートするために新しく創られた

宇宙ですから皆さんが未だ知らない宇宙で

す。」 

まあ、第 20 評議会の創造主ともなれば、一

つの宇宙を創る事など簡単な事ですから、そ

ういう事があっても不思議ではありません。 

 

「それで困った問題とはなんですか。」 

「彼等は、人間として生まれてくるのは初め

てなので、自分達の使命を果たすどころか、

40％台のダークピープルやダークエンジェ

ル達に誘われて好き勝手に生きているので

す。 

本来であれば、その優れた資質で新たな種族

をうみだす基盤を作らなければならないの

ですが、この種族の光はとても美しく目立つ

ために、ダークピープル達の餌食になってし

まったのです。」 
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「そういう事だったのですか。 

それで彼らのスピリットが私達に助けをも

とめてきたのですね。」 

私達は、これから太陽種族のパートナーとな

るべき種族が生まれる事に対して喜びを感

じましたが、この種族の救出を先ず行わなけ

ればなりません。 

 

その翌朝、F さん達の種族のリーダーのよう

なスピリットが私達のもとに来ました。 

「TAKESHI さん、恵理さん、私達の種族の

スピリット達を助けてください。 

私達の意識は一つなので、全てのスピリット

を助け出さないと、私達は本来の活動ができ

ないのです。 

私達の仲間達の多くが、自分達の使命を忘れ

てしまいました。 

自分達の使命を覚えている仲間達もこのま

までは、だめになってしまいそうです。 

私達の種族が本来の役目を果たすために、全

員のスピリットを光の世界へ連れて行って

ください。」 

 

私はふたたび第 20 評議会の創造主を呼び

だして話をします。 

「第 20 評議会の創造主よ、この種族のスピ

リット達から助けてほしいとメッセージが

来たのですが、彼らの意識は一つだと言って

いたのですが、これはどういう事ですか。」 

 

「実は、この種族は共通の意識で動くように、

初めから作られているのです。 

その方が行動に統一感があり、物事を実現し

やすくなると思ってそうしたのですが、その

共通の意識をダークピープルに見抜かれて

しまい、彼らは種族ごとコントロールを受け

てしまう事になってしまったのです。」 
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「そうなってしまうと、全てのスピリットを

助け出す事は難しいかもしれませんね。 

今はまだ、自分の役目を覚えているスピリッ

ト達もいるようですが、彼等だけでも救い出

す事はできないのですか。」 

周りにいるスターピープル達も、この種族の

現状を見て困っているようです。 

 

「TAKESHI さん、私も今それを考えている

ところです。 

彼等の共通の意識を 2 つに分断して、光

40％台の地球に残るスピリットと光 50％

台の世界に入り、新たな種族を生みだす働き

をするグループに分けようと思っています。」 

「それがいいかもしれませんね。 

今回 F さん達のセミナーを行なうのは、そ

の事を行う為だったのですか。」 

 

「そうなのです。 

私も自分が生み出した種族が地球でどのよ

うな状況にあるのかもっと詳しく調べたい

と思っているのです。 

確かに、この種族のスピリットを持つ人々は

ヒーリングやスピリチュアルな事にとても

興味を持っていますが、それはこの種族の本

来の性質なのです。 

 

しかし、その性質を利用されてしまい、ヒー

リングやスピリチュアルの罠にはめられて

しまったスピリット達がとても多いのです。 

それらのスピリットは、罠にかかったとはい

え、自分の意思でヒーリングなどを行なって

いますので、彼らをヒーリングやスピリチュ

アルの世界から引き離す事は難しいと思い

ます。 

しかしながら、スピリットの中には、まだヒ

ーリングやスピリチュアルの罠にはまって

いないスピリットもいますので、私達は、こ
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の種族を 2 つのグループに分けて助け出す

事にしました。」 

 

翌日、第 20 評議会の創造主が困った顔をし

てやってきました。 

「TAKESHI さん、この種族の意識を 2 つ

に分けてみたのですが、もともと共通意識で

活躍していたために、お互いが離れ離れにな

る事に対して大きな抵抗感があるようです。 

異なる世界に行った仲間達を、再び自分のも

とに引き寄せようと、お互いが呼び合ってい

るのです。」 

私も第 20 評議会の創造主の思いがけない

言葉に困ってしまいました。 

 

「それで、どちらの種族の方が優勢なのです

か。」 

「やはり光40％台の世界にいる種族の方で

す。 

こちらの世界は、今までの地球と同じですの

で、非常に活気に満ちていますし、この世界

に残っている種族の方が、圧倒的に数が多い

のです。」 

「そうでしょうね、この種族の中でも光の世

界に向かう人は決して多くはないでしょう

からね。 

それでどうしますか。」 

 

「私達は、もうしばらくこの種族のスピリッ

トを持つ人達の様子を見て、うまく行かない

時は、一度この種族のスピリットだけ、私の

ほうで回収し、新たに作りかえて地球に降ろ

す事になりそうです。」 

新たに種族を作るという事は、大変な苦労が

あるようです。 

しかも地球は、スピリットの働きや記憶は、

生きている人々に分かりませんので、なおさ

ら難しいようです。 
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太陽種族のフレッドも、せっかく自分達のパ

ートナーが生まれてくる予定だったのがう

まく行かずがっかりしているようです。 
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PART1 甦った闇の創造主 

 

5 月になってから、前章でご紹介した新たに

生み出された種族の救出活動を行っていた

のですが、その頃から、私達の体調が少しず

つおかしくなってきました。 

家にいても落ち着かなくなり、夜もゆっくり

と休む事ができなくなってきたのです。 

 

スターピープル達に原因を聞くと、捕らわれ

ていた種族のスピリットの多くが光40％台

の世界にいた為に、私達の体にも光 40％台

のエネルギーが流れ込んできたのでしょう、

と答えます。 

 

スピリチュアルの世界では、完全に分離が終

わったとはいえ、物理世界ではまだこの 2

つの世界の人々は交流できますので、私達も

光40％台の世界に生きる人々と関わる事に

なります。 

その関わりは、仕事や日常生活での関係であ

れば大した問題はないのですが、スピリチュ

アル的なレベルの関わりになると、私達と相

手のスピリットは深い関係を築きますので、

その人をとおして、その人が存在している世

界のエネルギーが私達に流れ込んでくる事

になります。 

 

特に、相手の人が様々なヒーリングやスピリ

チュアルな活動を行っている場合は、その裏

に潜むダークピープル達が、その人のスピリ

ットを自分達から奪われないために、その人

第 8 章 異なる宇宙の創造主

からの試練 
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のゲートを通して私達にサイキックアタッ

クをかけてくる事があります。 

 

今回は、その様な事が無いように、ダークピ

ープル達には、私達が光 40％台の世界にと

どまる事を希望するスピリットを無理やり、

光50％台の世界に連れていく事はないとい

う事を約束して、スピリットの救出を行なっ

ていますので、彼等が私達にサイキックアタ

ックをかけてくる事はないはずです。 

 

しかしながらゴールデンウイークの後半に

なると、私達の体調不良は更にひどくなりま

す。 

私は頭が締め付けられるような感じや腹痛

が続きます。 

私の仕事がら、とても大切な右手の親指にも

痺れるような痛みが走ります。 

 

そして恵理さんは、妊娠している体に大きな

負担がかかってきているようです。 

腹痛だけでなくお腹がはり、背中や腰にも耐

えがたい痛みが走ります。 

これは、放っておいたらお腹の子供にも大き

な影響が出そうです。 

 

美輝が生まれる時も、地球のアセンションを

妨害しようとする闇の創造主からサイキッ

クアタックを受け、胎盤の機能不全に追い込

まれ、危うく美輝の生命を奪われそうになっ

た事がありました。 

 

その時は、緊急の帝王切開で低体重ながらも、

何とか美輝を生む事ができたのでよかった

のですが、闇の創造主達は太陽種族が生まれ

ないように様々なアタックを仕掛けてきま

すので注意が必要です。 
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私達は気になって第8評議会の創造主や「闇

の創造主を統治する創造主」に、まだ闇の創

造主が残っているか聞いてみました。 

 

「TAKESHI さん、私にはその様な創造主が

まだ残っているようには思えないのですが、

一体どうしたのでしょうか。」と「闇の創造

主を統治する創造主」は答えます。 

確かに、アセンションもまもなく終わろうと

する今、その様な闇の創造主はもうすでに処

理を行なっていなくなっているはずですの

で、私達にこれだけのサイキックアタックが

おこる原因が理解できません。 

 

私達は、ロッド星人や太陽種族のフレッド等

を呼びだして、私達に影響を及ぼしている原

因をしらべてもらいましたが、彼等にはその

原因がつかめないようです。 

 

「TAKESHI さん、私達には、TAKESHI

さんや恵理さんを苦しめているエネルギー

が特別あるようには見えないのです。 

これも TAKESHI さん達が光 40％台の世

界の人々に関わっているために、物理世界の

人々の感情や依存心が、恵理さんの体に影響

を与えているのではないでしょうか。」 

 

ロッド星人はいつもの言葉を繰り返してい

ます。 

しかし、私達には、ロッド星人達の対応が少

しおかしく感じられます。 

もしかしたら、スターピープル達の行動を妨

害して、私達に影響を与えているエネルギー

を見破らせないようにしている可能性もあ

ります。 

 

私は急いで上位のスターピープルや各評議

会の創造主達を呼びだして調べてもらいま
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すが、誰も確固とした原因がつかめないよう

です。 

私は頼みの綱である第 20 評議会の創造主

を呼びだします。 

 

私達が生きている宇宙だけでなく多くの宇

宙の全てを司る最高レベルの創造主ですか

ら、彼が調べて分からない事は今までありま

せんでしたし、通常の創造主では入れない場

所にも彼のスピリットの一部は自由に入る

事はできますので、私達に起こっている事の

理由が分かるはずです。 

 

私達が第 20 評議会の創造主を呼びだした

時、彼は何かを一生懸命調べているようでし

た。 

「第 20 評議会の創造主、一体どうしたので

すか。 

私達は、このところ体調が悪く、大変なサイ

キックアタックを受けているのではないか

と思います。 

このままでは新しく生まれてくる子供の生

命も危険にさらされるかもしれません。 

一体何が起きているか教えてもらえません

か。」 

 

「TAKESHI さん、実は私達も異常なエネル

ギーを感じて、その原因を探っているのです

が、まだ分からないのです。 

私も触れた事が無いエネルギーが、皆さんの

地球に入り込んでいる様なのです。」 

 

私は一瞬、「しまった！」と思いました。 

第 20 評議会の創造主にとって未知のエネ

ルギーが私達を襲っているという事は、私達

の宇宙とは異なる存在が関わってきている

可能性があります。 
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私達が気付かないうちに、地球のアセンショ

ンを覆すような大変な出来事が裏で起きて

いるようです。 

ロッド星人や多くの創造主達も、そのエネル

ギーによって意識をコントロールされ、何も

気づかない状態にされている場合がありま

す。 

 

これは見逃してしまうと、恵理さんの体と子

供の命が危険にさらされてしまいます。 

その時、近くで美輝が大きな声を上げて泣き

始めました。 

このような時は、美輝のスピリットに自分の

一部を降ろしている創造主が何かの情報を

つかんでいる可能性があります。 

 

美輝のスピリットの元となっているのは第

18 評議会の３人の創造主の 1 人である「パ

ワーの創造主」ですが、物理世界に近い世界

の探索や処理を行なうために、あえてこの地

球にそのスピリットを降ろしているのです。 

 

私達は美輝の創造主を呼びだします。 

「TAKESHI さん、恵理さん、私達、創造主

でさえも予想をしていなかった事が起こっ

ています。 

すぐに探索を始めてください。 

その間、私が相手のエネルギーを遮りますか

ら、見つける事ができるはずです。」 

 

私はすぐにピカフラシュを呼びだしました。 

ピカフラシュは、ある意味、機械のような性

質をしており自分の意思を持ちませんから、

他の創造主からの意識のコントロールを受

けずに、忠実にエネルギーを追いかける事が

できる唯一の存在です。 

今回は、このピカフラシュに、私達の希望の

全てをかけてみる事にします。 
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ピカフラシュはすぐに恵理さんのお腹や背

中に影響を与えているエネルギーを調べる

と、その発信元を探すためにある方向に向か

って走り出しました。 

恵理さんもさらにひどくなるお腹の痛みを

こらえながら、ピカフラシュの行く先を霊視

します。 

そして第 20 評議会の創造主をはじめ、多く

の創造主達が恵理さんのビジョンを通して、

何が起きているか調べています。 

 

やがてピカフラシュが、１人の闇の創造主を

見つけました。 

まるでメデユゥーサの頭のように、何匹もの

蛇がその創造主の頭から首を持ち上げ、怒り

に満ちた息を吐きかけてきます。 

その姿を見た多くの創造主達が驚いていま

す。 

 

「TAKESHI さん、この創造主は、多くのヒ

ーリングやスピリチュアルな活動を利用し

てたくさんの地球人やスターピープル達の

スピリットをとらえていた創造主でしたね。 

この創造主は、私達がすでに光に返したはず

なのに、ここにいるという事は、誰かが彼女

を生まれ変わらせたか、過去にさかのぼって

この創造主を連れてきたか、どちらかでしょ

う。 

しかし、光 40％台の世界には、その様な事

ができる創造主はいないはずですが、」 

 

私はすぐに光 40％台の世界を担当する「闇

の創造主を統治する創造主」を呼びだしまし

たが、彼はこの創造主が復活した事も、40％

台の世界が新たな闇のエネルギーに襲われ

ている事にも気づいていないようです。 
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あれだけ用心深く、闇の創造主の事を知り尽

くしている「闇の創造主を統治する創造主」

さえも、未知のエネルギーから意識のコント

ロールを受けてしまっているようです。 

 

しかしこの「メデユゥーサのような創造主」

が復活していたとするならば、私達に対して、

これだけ強力なサイキックアタックを仕掛

けてくる理由は分かります。 

 

この創造主は、私達によって光に返されてし

まったので、光の創造主は勿論、私達に対し

ても大きな怒りを持っていますので、私達に

復讐してきても不思議ではありません。 

しかし、そのサイキックアタックが彼女だけ

のエネルギーであれば、光の創造主やスター

ピープル達もすぐに検知できたはずです。 

 

 

 

PART2 知らぬ間に入り込んでいた別の

宇宙の創造主 

 

美輝の創造主が私に言います。 

「TAKESHI さん、問題はこの「メデユゥー

サのような創造主」を誰が復活させたかです。 

犯人が逃げないうちに急いで探してくださ

い。」 

私はその言葉に我を取り戻し、「メデユゥー

サのような創造主」の取り調べは他の創造主

にお願いして、彼女を操っている創造主をさ

らに探す事にしました。 

 

「ピカフラシュ、この創造主につながってい

るエネルギーラインをさらにたどってくれ。」 

私の言葉を聴くと、ピカフラシュはすぐに動

きだし、深い闇の中に入って行きました。 
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私達も、ピカフラシュを追い、闇の中を走り

回ります。 

すると、そこに今まで見た事もない存在が 3

人現れてきました。 

 

私は第 8 評議会の創造主にこの存在の事を

尋ねました。 

「TAKESHI さん、この存在は創造主のよう

ですが、私達の宇宙の創造主ではありません。 

私達とはかなり異質のエネルギーを持って

いますので、近づくと危険です。」 

 

おそらくこの 3 人が、先ほど第 20 評議会

の創造主が、今まで触れた事が無い未知のエ

ネルギーと呼んでいたものの正体かもしれ

ません。 

私達の宇宙の創造主達とは大きく異なるエ

ネルギーに多くの創造主が沈黙してしまい

ました。 

 

そこに第 20 評議会の創造主が現れると、こ

の 3 人の創造主達を自分の光のベールで包

み、他の創造主達に影響が出ないように、彼

らのエネルギーを隔離しました。 

 

「第 20 評議会の創造主よ、この者達は一体

誰なのですか。 

私達の宇宙の創造主ではないとの事ですが、

すぐに捕まえて光に返したらどうですか。」

と私は第 20 評議会の創造主に尋ねます。 

 

「TAKESHI さん、彼らは、エネルギーから

いっても、私達の宇宙の創造主ではない事は

確かなようです。 

おそらく光 40％台の地球に、異なる宇宙と

の新しいゲートが勝手に開かれたのではな

いでしょうか。 
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今まで皆さんに関わってきた宇宙は、私が作

った大宇宙の中の異なる宇宙でしたので、私

の判断ですべての事が行なえましたが、彼ら

は私が作った大宇宙とは異なる宇宙から来

ていますので、私だけの判断では彼等の処理

ができませんのでしばらくお待ちください。」 

 

そういうと第 20 評議会の創造主は、彼らを

連れて消えていきました。 

きっと第 21 評議会の創造主やさらに上の

創造主のもとに相談に行ったのでしょう。 

 

しかしながら、彼らを捕まえる事ができたお

かげで、彼等が私達の宇宙の創造主に行なっ

ていた意識のコントロールが解けてきたよ

うです。 

光の創造主に続いて、光 40％台の創造主達

も、彼らの呪縛から目覚めてきたようです。 

私ととても仲が良い「闇の創造主を統治する

創造主」が、すぐに私のもとにやってきまし

た。 

 

「TAKESHI さん、本当に申し訳ありません。 

私とした事が、異なる宇宙の創造主とはいえ、

自分の意識をコントロールされて光40％台

の世界を守る事ができませんでした。 

すぐに光 40％台の世界を調べてみると、異

なる宇宙との間に大きなゲートが開いてお

り、今でもその宇宙のエネルギーが流れ込ん

でいます。 

もうすでに光 40％台の世界は、彼らの宇宙

のエネルギーに満ちていますので、彼らの支

配下にあるといってもよいでしょう。 

早く、このゲートを閉じなければ、彼らの宇

宙から他の創造主もやってくるかも知れま

せん。」 
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光の創造主と光 40％台の創造主が、新しく

開いたゲートの前に集まり、ゲートを閉じよ

うとしますが、なかなかうまく行きません。 

その時、第 20 評議会の創造主とさらに上位

の創造主達が、私達のもとに戻ってきました。 

 

第 21 評議会、第 22 評議会の創造主達は、

光40％台の世界にあけられていたゲートを

光で閉じています。 

さすがに、いくつもの異なる大宇宙を統括す

る創造主です。 

私達の創造主がいくら試してもふさがらな

かったゲートがどんどん小さくなっていき

ます。 

 

創造主達はゲートを閉じ終わると光40％台

と光50％台の世界に流れ込んでいるエネル

ギーの浄化を始めましたが、こちらは、異な

る宇宙のエネルギーが物理世界にまで入り

込んでしまったために思ったようには進ま

ないようです。 

 

第 20 評議会の創造主が、私達のもとにきて

今回の件を説明してくれました。 

「TAKESHI さん、そして皆さん、私達が気

付かないうちに、異なる宇宙とのゲートが開

かれてしまった事に私も驚いています。 

このゲートは、私が、自分が分離した闇との

統合を図っている間にひらかれたようです。 

私が、闇との統合を図っている間、私達の宇

宙は、一時的に闇のエネルギーが強くなりと

ても不安定な状態になっていました。 

その為に、彼等が来た宇宙との間に共鳴関係

を起こしてしまったのです。 

 

通常であれば、その様な事くらいでゲートは

開かれないのですが、私達の隙をついてゲー

トを開かれてしまいました。 
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先ほどの 3 人の創造主を送り込んだ宇宙の

創造主達は、光と闇の統合を行なっている私

の様子を見て、私達の事がとても幼く稚拙に

見えたのでしょう、自分達の宇宙の創造主を

派遣して、私達がどのような対応をするか試

してみたかったようです。 

 

彼らは、私達の宇宙と接触したときに、最初

に「メデユゥーサのような創造主」に出会い

ました。 

そして彼女から私達の宇宙にかかわる合意

を得て、光 40％の世界にゲートを開いたよ

うです。 

「メデユゥーサのような創造主」も、私が闇

との統合を終えたならば、自分もやがて光に

返されると思ったのでしょう。 

 

異なる宇宙から来た創造主達と出会った時

に、自分の事を助けてもらおうと考えたよう

です。 

「メデユゥーサのような創造主」は、もし自

分が光に返されたなら、自分をもう一度生ま

れ変わらせて私達に復讐する事を手助けし

てほしいと彼等に頼んだのです。」 

 

「それで「メデユゥーサのような創造主」は

ふたたび生まれ変わって、私達に復習してき

たのですね。」 

「そうです。 

しかし、私達に復讐する為に「メデユゥーサ

のような創造主」は、彼等と大変な約束をし

てしまったのです。」 

 

「それはどういう事なのですか。」多くの創

造主が私達の会話を真剣なまなざしで聴い

ています。 

「「メデユゥーサのような創造主」」は、自

分を生まれ変わらせて私達に復讐したなら
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ば、この地球と地球が属する宇宙を彼等が支

配しても良いと約束したのです。」 

 

この言葉に多くの創造主が驚いています。 

「あの 3 人の創造主達は、光 40％台の世界

の創造主だけでなく光50％台の創造主達に

対しても、意識をコントロールしていたのは、

自分達がこの宇宙を支配しようという考え

があったからですか。」 

 

「ある意味そうだったと思います。 

彼等が来た宇宙は、私達の宇宙よりもはるか

に大きくて古い宇宙です。 

私達よりも、優れた力を持った創造主達も沢

山いますから、私達の宇宙そのものを乗っ取

る事も決して難しい事ではありませんでし

た。 

しかし、私達の宇宙に送り込まれた創造主は、

彼らの宇宙の中では最下層の創造主でそこ

まで大きな力を持っていない創造主だった

のです。 

 

力を持っていないといっても、私達の第 1

評議会や第2評議会の創造主達に比べると、

創造主達のマインドコントロールを一瞬に

して行うほどですから、私達とは問題になら

ないほどの力を持っています。 

しかし、本気で私達の宇宙を手に入れるつも

りなら、もっと力が強い創造主を大量に送り

込んできたでしょう。」 

 

「そうですね、彼らの宇宙の創造主が本気を

出して来たら、私達は全く太刀打ちできなか

った事でしょう。」 

と私も答えます。 

「という事は、彼等にしてみれば、私達の宇

宙を手に入れようという気持ちはなかった

と思われます。 
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この宇宙の創造主達は、私達の宇宙がどれほ

ど成熟しているのか、あるいはこのような危

機の時に、どれだけしっかり対応できるのか

見てみたかったのだと思います。」 

 

「その様な事をして、彼等に何か利益がある

のですか。」 

「利益などは創造主には関係がありません。 

ただ、成熟していない宇宙は、ときおり他の

宇宙に迷惑をかける時がありますので、私達

にもっとしっかりとした宇宙を創造するよ

うに警告をしに来たのかもしれません。」 

第 20 評議会の創造主はすこし悔しそうな

表情を浮かべます。 

 

「しかしそのために、かってに私達の宇宙に

ゲートを開いて、入ってくる事は許されない

はずです。 

彼等は、創造主としてのルールを破ったので

はないですか。」 

「いえ、彼らは正当なやり方で、私達の宇宙

に入ってきました。 

例の「メデユゥーサのような創造主」が彼等

に許可を与えたのです。」 

そういうと第 20 評議会の創造主は、言葉を

閉ざしてしまいました。 

 

しかし、このあたりで恵理さんの体の様子は

更に悪化して、座ってもいられない状態にな

ってきました。 

スピリチュアル・レベルでは原因が解決した

としても、物理世界では、その影響はまだ残

っています。 

 

いえ物理世界でのサイキックアタックの影

響は、これからが本番と思ったほうが良いか

もしれません。 
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このままでは危険ですので、創造主との話を

打ち切り、彼女とお腹の中の子供の安全のた

めに、すぐに病院に行く事にしました。 

 

私達の体のメンテナンスをしてくれている

クワトロ星人も、異なる宇宙の創造主達の異

質なエネルギーが恵理さんや私の体にたく

さん入り込んできているために、手の施しよ

うがなく、せめて物理世界での診療を行なう

ように進めてくれています。 

また、いつも私達の体の不要なエネルギーを

浄化してくれるレインボースターピープル

達も、異なる宇宙のエネルギーを処理する事

ができないようです。 

 

私達が、急いで病院に行くとすぐにかかりつ

けのお医者さんが診てくれました。 

原因は不明ですが、腎臓に大きな炎症が起こ

っており、胃腸もだいぶ弱っているようです。 

お医者さんは、恵理さんにすぐ緊急入院を指

示し、そのまま入院する事になりましたが、

もう少し来るのが遅ければ、切迫流産の可能

性もあったようです。 

 

もし、この「メデユゥーサのような創造主」

と異なる宇宙から来た創造主を見つける事

が、もう少し遅ければ、お腹の子供に大変な

問題が起きていたかもしれません。 

そうなると、創造主達の太陽種族を生みだす

計画に大きな問題が生じる事になります。 

 

 

PART3 異なる大宇宙の創造主達 

 

第 20 評議会の創造主は、自分が作った宇宙

が、まだ未熟である事を思い知らされたよう

です。 
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第 20 評議会の創造主の様な大宇宙を創造

できる創造主は、私達の宇宙以外にも数名い

るようです。 

そして彼らは第 20 評議会の創造主を指導

する第21評議会や第22評議会の創造主の

もとで宇宙の創造を行なっています。 

 

今回の件は、第 20 評議会の創造主では解決

できない問題でしたので、第 21 評議会と第

22 評議会の創造主達がその解決のために、

私達の宇宙に介入してきた宇宙の創造主と

話をしてくれたようです。 

 

翌日、第 21 評議会の創造主が私に事の成り

行きを教えてくれました。 

「TAKESHI さん、今回の事は第 20 評議会

の創造主にはとても大きなショックだった

ようです。 

彼が自分の闇との統合を図っている間、彼が

作った大宇宙は大きなエネルギーの変調に

見舞われました。 

その様子は、他の大宇宙の創造主達にもはっ

きりと分かるほどだったのです。 

 

そのために、他の大宇宙の創造主達が、皆さ

んの大宇宙を調べる為に、その変動の中心で

もある地球に、物理世界に近い創造主達を送

り込んできたのです。 

元々彼等は、皆さんの宇宙を支配するつもり

など全くありませんでした。 

 

彼等は、その当時あふれていた闇のエネルギ

ーの波長に、自分達の波長を合わせて、私達

の宇宙に入ってきたために、光 40％台の世

界と最初に遭遇し「メデユゥーサのような創

造主」と出会ったのです。 
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彼等は「メデユゥーサのような創造主」が、

この宇宙の本来の創造主であると思い、彼女

の言葉を信頼したようです。 

その後しばらくして「メデユゥーサのような

創造主」が皆さんによって光に返されてしま

いました。 

 

その様子を見ていた異なる宇宙の創造主に

は、この宇宙は平和な宇宙ではなく、争いや

支配が横行する宇宙のように見えたのでし

ょう。 

確かに、少し前まではそうでしたので仕方が

ない事です。 

 

彼等は、「メデユゥーサのような創造主」を

再度生きかえらせると共に、彼らの方法で、

皆さんの宇宙に統一感をもたらそうとして、

自分達の宇宙のエネルギーを光40％台の宇

宙に流し込んだようです。」 

 

私達は、自分達が行なった事も、彼等に誤解

されてしまったのだと思いました。 

「彼らの宇宙のエネルギーは、光 40％台に

いる多くの創造主達の意識を変えてしまい

ました。 

自分達の仕事が終わるまで余計な邪魔をさ

れたくなかったためでしょう。 

彼らの思考には、今迄とは何の変化もない宇

宙に見えるようにされていました。 

 

そして、彼らの宇宙のエネルギーが光 40％

台の世界に満ち溢れてくると、この世界で優

勢だった闇の力が今まで以上に強くなって

きたのです。 

彼等の宇宙には、闇と光という概念はありま

せん。 
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私達の世界に 2 つの異なるエネルギーがあ

るので、優勢な方のエネルギーを強くする事

で統一感が出ると考えたのかもしれません。 

皆さんの多数決の理論と同じです。 

その世界が同じエネルギーになって行けば、

争いなどは少なくなっていきます。」 

 

「しかし、他の宇宙の創造主が、アセンショ

ンの途上にある宇宙に関わる事は決して望

ましい事ではありません。 

皆さんの宇宙は、現在アセンションの只中に

あり、進化の過程を体験しているところなの

です。 

 

皆さんの宇宙の未来は、皆さん自身の判断に

ゆだねられていますので、他の宇宙からの介

入は止めなくてはいけません。 

私達は、この宇宙の創造主のもとに行き、皆

さんの宇宙との間にひらいているゲートを

閉じで、異なる宇宙の創造主は撤退してもら

う事をお願いしました。」 

 

「それで、向こうの宇宙の創造主は何と答え

たのですか。」 

「彼等は、彼らなりの考え方で、皆さんの宇

宙に入って行った事を説明してくれました。 

彼等は決して悪意があって行ったのではな

い事を皆さんにも理解してほしかったよう

です。 

そしてゲートを閉じる事を認め、自分達の方

からもこれ以上関わらない事を約束してく

れました。」 

 

「私達の宇宙に入り込んできた３人の創造

主はどうするのですか。」 

「彼等は、このような事を見越して送られた

創造主のようでしたので、私達の方で光に返

しました。」 
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私はこの事がこれ以上大きな問題とならず

に解決した事を嬉しく思いました。 

今回関わってきた宇宙は今までの宇宙とは

異なり、第 20 評議会の創造主でも対応でき

ない宇宙ですので、今まで、私達のアセンシ

ョンを妨害してきた宇宙とはレベルが異な

ります。 

彼らがもし、本気で私達のアセンションを妨

害しようとしてきたら、創造主とスターピー

プル達の長い間の苦労は一瞬で吹き飛んで

いた事でしょう。 

 

しかし気掛かりな事があります。 

異なる宇宙から私達の宇宙に流れ込んでき

た異質なエネルギーの処理を早く行なわな

ければ、私達の宇宙は大きくバランスを崩し

たままです。 

スターピープル達からの報告では、光 40％

台の世界と光50％台の世界の境目が大きく

崩壊し、エネルギーが乱れているようです。 

 

「創造主よ、異なる宇宙との間のゲートが閉

じた事はよかったのですが、すでに入り込ん

できている彼らの宇宙のエネルギーは、一体

どうしたらよいのですか。」 

 

「そこが大きな問題です。 

皆さんの宇宙の創造主では、このエネルギー

の処理はできないのです。 

その為に、このようなエネルギーの処理を得

意とする創造主の皆さんをお呼びしてあり

ますので、TAKESHI さんゲートをお借りし

て、地球の物理世界のエネルギーの処理を行

ないたいと思っています。」 

 

第 21 評議会の創造主がそう言うと、今まで

見た事もない鮮烈な光をもった創造主達が、
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すっと私の体を通り抜けるようにして、地球

の物理世界に入ってきました。 

「彼らはいったいどんな創造主なのですか。」

私は思わず聞き返しました。 

 

「彼らは、皆さんの宇宙の創造主ではありま

せん。 

非常に高度に洗練され進化した宇宙の創造

主の皆さんです。 

時折、このように異なる宇宙同士が接触して

問題を起こしますので、その問題の対処をす

る事を得意としている創造主です。 

彼等にお願いして、皆さんの宇宙の中に流れ

込んでしまった異質のエネルギーの処理を

行なってもらう事にしました。」 

 

彼らは、非常に美しく力強い光を私達の宇宙

に流し、異なる宇宙から流れ込んできたエネ

ルギーを浄化しています。 

もちろん、今回「メデユゥーサのような創造

主」から復讐のターゲットにされた私と恵理

さん、そして私の家にひらかれた大きな闇の

ゲートもきれいに片付けてくれるようです。 

病院に入院した恵理さんも点滴を受け、少し

ずつ症状が回復しているようです。 

 

 

 

PART4 異なる宇宙によって力を得たダ

ークピープル達 

 

恵理さんが緊急入院した翌日の夜の事、私は

子供と 2 人で寝ている間、私の脳を蝕むよ

うなエネルギーに悩まされていました。 

脳に電気ショックの様なものが走るたびに

その痛みは私の親指まで響きます。 

その電気ショックのような痛みは、暫くの間、

私の睡眠を奪い続けます。 
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異なる宇宙とのゲートが閉じられたとして

も、異なる宇宙のエネルギーは、まだ地球の

物理世界に残っており、私達の心と体を悩ま

し続けているようです。 

 

翌日、私の体に何が起きたのか、恵理さんと

共に調べる事にしました。 

時間をさかのぼって昨夜の状況を調べると、

私の家の上空にダークピープル達の宇宙船

が止まっているのが見えました。 

彼らは、宇宙船の中から特殊な機械とエネル

ギーを使用して、私の脳や体に細い光ファイ

バーの様な物をつなぎ、私に電気ショックを

与えたり、私の中に有る情報を盗み取ってい

る様子が映し出されました。 

 

この半月ほど、親指に電気的なピリピリとし

た痛みが起こるようになっていたのですが、

その原因がこの光ファイバーを通じて、私の

脳に送り込まれてくるエネルギーだったよ

うです。 

私はすぐに、スターピープル達にお願いしし

て、この宇宙船とダークピープル達を捕えて

もらい私の体に埋め込まれた光ファイバー

の様なコードを全て抜き取って貰います。 

 

私はフレッドに尋ねます。 

「フレッド、彼らはこの地球のダークピープ

ルですか。 

これだけ私の近くまで来て、私の体に攻撃を

行なっていた事に、皆さんは気が付かなかっ

たのですか。」 

フレッド達は申し訳なさそうな顔をして言

います。 

「TAKESHI さん、大変申し訳ありませんで

した。 

異なる宇宙の創造主によって、光 40％台の

世界に異なる宇宙のエネルギーが流れ込ん
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できた事により、ダークピープル達の力が突

然強力になってしまいました。 

そして、異なる宇宙のエネルギーにより、彼

らは新たな力も身につけましたし、その姿も

私達からは見えないように隠されてしまい

ました。 

 

先日、異なる宇宙の創造主が光に返された事

により、ダークピープル達を隠していた力が

消えましたので、私達も彼らをみる事ができ

るようになりました。 

彼らの宇宙船はおそらく 4 月の後半ごろか

ら TAKESHI さんの家の上空にとどまり、

TAKESHI さん家族の体調を壊したり、皆さ

んの活動や子供の出産の妨害を行なおうと

していたようです。」 

私は深くため息をつきます。 

 

「彼らは、人と一体化してしまったダークピ

ープルでしょうから光に返す事はできない

としても、その能力を削減する事はできませ

んか。」 

「彼らの能力は、物理世界のエネルギーの浄

化と共に次第に消えていくと思います。 

そうしたら、通常のダークピープルに戻ると

思いますのでご安心ください。」 

 

「エネルギーの浄化は何時頃終わりそうで

すか。」 

「おそらく 1 週間くらいで終わるのではな

いかと、創造主の方達は言っておられました。 

私達も、その程度で終了するように、お手伝

いしているのですが、私達にとっても初めて

な事なので、、、」 

スターピープル達も、ここまでアセンション

を進めてきたのに、今になって大きなダメー

ジを受けてしまった事に大きなショックを

受けている感じです。 
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確かに最近は、世界各地で火山の噴火が更に

頻発し、地震なども起こっています。 

これらの事も、私達の宇宙に流れ込んできた

エネルギーにより、地球の自然環境のバラン

スが崩れてしまったためかもしれません。 

また子供達や女性達をターゲットにした凶

悪な犯罪も頻繁に起こっています。 

これも、異なる宇宙のエネルギーによって力

を増したダークピープル達の仕業かもしれ

ません。 

 

異なる宇宙とのゲートが閉じられ 3 日ほど

たつと、浄化を専門とする創造主によって私

達の宇宙のエネルギーもだいぶきれいにな

ってきました。 

私達の周りをうろついていたダークピープ

ル達もすべて処理できたようです、私達の体

調も元に戻ってきました。 

 

暫く病院で点滴を続けていた恵理も 10 日

には点滴も外れ、食欲も出てきたようです。 

ただ、病院の先生は何が原因でこの症状が出

たのか、全く分からないために、もう少し様

子を見る事になりました。 

私達も、闇の創造主とダークピープルによる

サイキックアタックが原因ですとも言えず、

完全に良くなるのを待つしかないようです。 

 

この異なる宇宙の創造主達が、光 40％台に

開いたゲートから流し込んだエネルギーは

5 月の中旬頃にはきれいになるでしょう。 

私達に宇宙のクリーニングを担当してくれ

ている創造主達と私達の宇宙の創造主達が

力をあわせて働いてくれています。 

 

異なる宇宙の創造主を光に返してから 2 日

ほどは、私達が住む鹿児島は大変な大雨に見
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舞われたのですが、昨日から、非常に美しい

青空に恵まれ、地球のエネルギーがどんどん

きれいになっていくのを感じます。 

地球の浄化が終わったら、創造主とスターピ

ープル達は、地球の物理世界の枠組みを再度

つくり変える事になりそうです。 

 

しかし今度は、今までよりもさらに堅固なも

のが出来上がってくる事でしょう。 

私達は、本来ならば、もうすでに地球の物理

世界の分離を終了して、光 50％台の世界で

は、人々とスターピープルのファーストコン

タクトの準備に入っている予定でしたが、今

回の件でかなり予定がずれてしまいました。 

 

次回のアセンションブックには、アセンショ

ンした世界のお話をぜひご紹介したいと思

います。 

どうか、これから先は予想もしないトラブル

が起きないように祈りたいところです。 
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〇各評議会の創造主とスターピープル一覧 

 

 創造主の役割 

アセンションを妨害する理由 

第 20

評議会 

私達の宇宙や幾つもの宇宙の物理的

世界。スピリチュルな世界を統治する 

自分の中の闇の部分を切り離し光だ

けの創造主になろうとしたが、分離し

た闇が独自の闇の創造主に成長し創

造主大戦争を引き起こした。 

この創造主が自分が切り離した闇と

統合することは今回のアセンション

の一つの目的だった。 

 

第 18

～19

評議会 

第20評議会から生み出された各系列

の最高次元の創造主達。「愛の創造主」

「守護の創造主」「光と闇の創造主」

が長い時間の封印を解かれて復活 

「全ての闇の創造主を統治する創造

主」もこの評議会の創造主 

「始まりと終わりの創造主」が闇にま

みれ、他の 3 人の創造主との間に創造

主大戦争を引き起こし、3 人の創造主

とその系列の創造主を封印し、闇の創

造主がいくつもの宇宙を統治するよ

うになった。 

 

第１７

評議会 

物理的な宇宙を管理する最高責任者。 

5 人の創造主がひとつの意思に基づ

いて動いている 

私達の宇宙を光に満ちた宇宙にする

ために、地球のアセンションを通して

創造主達を再構成しようと考えてい

たが、「変化の宇宙」の創造主達の介

基本資料 各評議会の創造主 各評議会の創造主の一覧 
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入により予定が大きく狂ってしまい、

地球のアセンションは混乱した。 

それを収拾する為に物理世界にも介

入してはたらいてくれている。 

 

第１６

評議会 

創造主達の指導を行い、宇宙創造の管

理を行う 

私達の活動をサポートする「時と空間

を司る創造主」もこの評議会の 1 人 

第17評議会によって第１６評議会の

中に、下位の評議会の創造主を成長さ

せるために、あえて問題を引き起こす

創造主達が作られた。彼等が「変化の

宇宙」の創造主達により強化され、第

17 評議会も手におえない程に、凶悪

化してしまい「すべての闇を作り出す

創造主」を中心に私達の宇宙の支配を

もくろみ、私達の活動に介入してき

た。 

 

第１５

評議会 

物理次元を持つ宇宙に関わる最高次

元の創造主。 

アセンション計画の創始者私達を地

球に降ろした創造主。 

異なる宇宙の創造主達にコントロー

ルされて他の宇宙とのゲートを開く。 

第 15 評議会から出ていった創造主

「全ての闇の宇宙を統括する創造主」

により闇に満ちた宇宙が数多く作ら

れ、地球のアセンションを妨害する為

に多くの罠が仕掛けられる。 

 

第１３

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて創造主達の指導を行う。 

５人いる第１３評議会の創造主のう

ち３人が、「すべての創造主を指導す

る創造主」を生みだした創造主により

意識をコントールされ「すべての創造
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主を指導する創造主」を擁護し、地球

のアセンションを妨害していた。 

 

第１２

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて創造主達の指導を行う。 

第１２評議会のリーダー的存在であ

る「すべての創造主を指導する創造

主」が下位の評議会の創造主の働きを

多様性のある宇宙を創るという事で

擁護していた。そして自分もこの宇宙

の実権を全て握るために、他の宇宙の

創造主を巻き込みアセンションの妨

害をおこなってきた。 

 

第１１

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて全ての宇宙の創造を行う責任

者 

「感情に飲み込まれた創造主」が、「略

奪の宇宙」「無機質の宇宙」「カオスの

宇宙」などから高い能力を持つ創造主

やダークピープルを地球に招き入れ、

アセンションした世界の破壊をもく

ろむ。 

 

第１０

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて全ての宇宙の創造を行う責任

者 

第１０評議会の創造主達と対立する

「混乱の宇宙を作った創造主」が地球

にアセンションを妨害する為にさま

ざまな計画をめぐらし、自分達の宇宙

の創造主を利用したり、他の宇宙から

の創造主を招き入れる。 

 

 創造主の役割と創造主の堕落の原因 

第９評

議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて管理や指導を行う。 

「リセットの創造主」が、創造主の学
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びを行わせるために、下の創造主の正

義感や判断力を忘却させ、混乱に陥れ

る。 

 

第８評

議会 

全ての宇宙を見守り創造主達の指導

を行う。 

私や恵理さんと同じスピリットを持

つ創造主が、宇宙の様々な世界の探査

を行う。 

第９、第１０評議会に、下の宇宙の出

来事を報告する「全てを見渡す創造

主」が「リセットの創造主」により正

義感を失わされ、支配欲を持ち「怒れ

る創造主」を作ったり、宇宙を支配の

ための企てを行う。 

 

第７評

議会 

全ての宇宙を見守り創造主達の指導

を行う。 

「全てを見守る創造主」がリーダー 

上の評議会から闇を持った創造主と

して生み出された「怒れる創造主」が

評議会に反乱を起こし全ての宇宙で

の闇の創造主の大元となる。 

 

第６評

議会 

全ての宇宙を見守り創造主達の指導

を行う。 

「全ての創造主の働きを持つ創造主」

がリーダー 

「変化を促進する創造主」が、創造主

を成長させたいという理由で宇宙に

闇のエネルギーを流すが、本当の理由

は宇宙の支配。 

 

第５評

議会 

第４評議会が作った全ての宇宙を管

理。「陽の働きを持つ創造主」がリー

ダー 

第４評議会の創造主達から騙されて

闇に落ちた「暁の光の創造主」が下部
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の創造主の光を奪う。 

 

第４評

議会 

１人１人の創造主が、独自に宇宙の原

型を作り出し、スターピープルと下部

の評議会に創造を委ねる。お互いの宇

宙にはあまり関わらない。 

「光を生みだす創造主」と「力を生み

だす創造主」が対立していたが共に闇

の創造主となり、２人が手を組んで宇

宙の支配をもくろむ。下部の評議会の

創造主達を闇の創造主に仕立てあげ

ていった。 

 

第３評

議会 

「道を指し示す創造主」を中心に、第

４評議会の創造主によって作られた

宇宙の細かい部分を創造し運営する。

他の創造主を信頼するあまり闇落ち

た創造主を放置する。 

「宇宙の創造を管理する創造主」や

「道を作り出す創造主」が闇の創造主

となり、この宇宙を光の創造主から奪

い取るために、闇の創造主達を地球の

各地に配置しアセンションを妨害し

てきた。彼等は第４評議会の創造主に

操作されていた。 

 

第２評

議会 

「栄光の創造主」を中心に第３評議会

によって作られた宇宙の創造と運営

を手伝い、第１評議会の働きを管理し

手助けを行う。様々な宇宙の中で大き

な問題が起きた時はその解決にあた

る。 

第３評議会の闇のエネルギーによっ

て過去に創造主大戦争を引き起こし

た。今回も闇のエネルギーの影響で、

第２評議会の中心的な創造主が闇に

落ち、宇宙を混乱させ、アセンション

を妨害し、私達にも大きなサイキッ
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ク・アタックを行なった。 

 

第１評

議会 

「源の創造主」をリーダーに「光彩の

創造主」等が上の評議会から託された

宇宙を具体的に運営する。また物理世

界に生きる多くの存在達の成長を助

け、宇宙連合へ迎えいれる。 

 

上位の評議会からの闇のエネルギー

の影響で、第１評議会の創造主のリー

ダーである「創造主の独自性を育てる

創造主」等、主だった創造主が闇の創

造主となり大きな勢力を作り、光の創

造主を圧倒していた。 

そのために地球を始め多くの宇宙に

闇がはびこり、ダークピープルが宇宙

を荒らしまわる事となった。 

 

物理的

宇宙 

宇宙連合によって生み出された宇宙、

多くの銀河や星団に別れ独自に発展

している。 

闇の創造主やダークピープルによっ

て地球だけでなく多くの星々が闇が

多い世界となり、人々の成長を阻害し

ている。 

 

 

 

★物理世界を持つ宇宙 

 

〇第１レベル 天の川銀河の中の創造主 

階層としては一番下の階層の創造主です。主

に星々や星座の働きを保ち、星に存在する生

命達を生みだします。 

彼等は星座の創造主とも呼ばれています。 

その上には、天の川銀河全体の管理と創造を

行う創造主もいます。 
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〇第２レベル 局部銀河の創造主 

私達にとって観測可能な宇宙（ユニバース）

の中でも、天の川銀河やアンドロメダ銀河を

含む局部銀河が一つの宇宙の単位となって

います。 

この局部銀河を治める最高の創造主は、私達

が「界王」呼んでいる創造主で彼のもとに多

くの創造主が役割を分担して存在していま

す。 

私は、局部銀河の運営にたずさわる創造主を

「グレートゴッデス」と呼んでいます。 

特にグレート・イエスやグレート・マリアは

地球の事をとても大切にしてくれています。 

 

〇第３レベル 観測可能なユニバースを統

治する創造主 

物理的な世界を持つ宇宙（ユニバース）を直

接統治する創造主達です。 

主に第４レベルの創造主に対応する創造主

達がいて、第４レベルの創造主の指示のもと

に単一宇宙であるユニバースを運営してい

ます。 

 

〇第４レベル 多次元宇宙を統治する創造

主 

観測可能な宇宙だけでなくパラレルワール

ドも含む多次元宇宙を統治する創造主達の

世界です。 

そのリーダーは、エンソフと呼ばれる創造主

です。彼のもとに、星々を創造する創造主、

人々の運命を司る創造主、宇宙の安定を保つ

創造主、ドラゴンや精霊を生み育てる創造主、

４大エレメントを駆使して宇宙を創造する

源のエネルギーを作る創造主、叡智ある存在

が適正に育っているか調べる創造主などが

存在して、多次元宇宙の創造と運営を行って

います。 
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★スピリチュアルな宇宙 

 

〇第５レベル 物理的な宇宙を創造し運営

する創造主 

このレベルの創造主からは、たくさんの階層

と役目を持った創造主が存在します。 

物理的な宇宙を創造し運営する役目を持ち、

私達の物理世界にも関われる創造主達です。 

第１評議会の中心的な創造主達になります。 

リーダーは、「源の創造主」「光彩の創造主」

で宇宙のスーパーコンピュターを管理する

創造主なども含まれます。 

 

〇第６レベル 物理的な宇宙を管理しスピ

リチュアルな宇宙を創造する創造主 

主に第２評議会、第３評議会の創造主達で、

上位の評議会の創造主の指示のもとにスピ

リチュアルなレベルでも宇宙を創造してい

きます。 

彼等は、上位の評議会の決定を自分達の評議

会で議論し、どのような方法で宇宙の創造と

運営を実行するか決めて行動します。 

 

〇第７レベル スピリチュアルな宇宙を創

造する創造主 

主に第４評議会の創造主で、物理的な宇宙の

元となるスピリチュアルな宇宙を作ります。 

この宇宙の原型を基に、第３評議会と第２評

議会の創造主やスターピープル達がスピリ

チュアルな宇宙の細かい創造を行います。 

彼等は、マルチな能力を持つ創造主で１人１

人が独立して、自由に宇宙の創造を行う権利

が与えられています。 

 

〇第８レベル 創造された宇宙の管理を行

う創造主 

第５評議会以上の創造主達は、宇宙の創造は
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行いませんが、彼等よりも下の評議会の創造

主が作った宇宙が適切に運営されているか

どうかの検査を行っています。 

非常に高い能力を持っている事はもちろん

ですが、どの次元にも自由に入る事ができ、

多くの宇宙を見守っている創造主です。 

 

〇第９レベル いくつもの宇宙を管理する

創造主 

第９評議会以上の創造主達は、私達の宇宙以

外にもいくつもの宇宙に関わり創造や管理

を行うようになります。 

 

 

 

宇宙連合の評議会について 

 

宇宙連合は、私達の天の川銀河やアンドロメ

ダ銀河だけでなく多くの星団や星雲が含ま

れる宇宙をいくつも束ねた大宇宙を見守る

グループです。 

私達は、宇宙の本当の姿を未だ知りませんが、

私達にとって観測可能な宇宙をユニバース

と呼ぶのなら、そのユニバースの中に存在し

ている創造主やスターピープル達の連合と

考えてもよいと思います。 

 

しかしこのユニバースの中にも計り知れな

い銀河が存在しているのも事実です。 

また、私が語る話はスピリチュアル・レベル

の話ですので、実際の天文学の話とはかなり

異なるという事だけはご理解ください。 

 

先ず宇宙連合は、宇宙を創造し運営する創造

主達とその仕事をサポートするスターピー

プル達の集まりです。 

創造主やスターピープルの能力や資質、そし

てその働きによって異なる階層の評議会に
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別れて活動しています。 

その階層のリーダー的な創造主達とスター

ピープル達によって評議会の会議が行われ、

自分達の行動が決定されます。 

 

 

第１評議会は、宇宙連合では一番下の評議会

として、物理的な宇宙の運営に当たります。 

 

第１評議会は、創造主もスターピープルも最

も数が多く、その役目も多岐にわたります。 

この評議会に属するスターピープル達は、物

理的もしくは半物理的な体を持つスターピ

ープル達ですので、地球を始め物理的な世界

を持つ他の星々にも関わる事ができます。 

そして、地球人も含めて、まだ十分に成長し

ていない人々に対して、意識進化のための

様々な取り組みを行います。 

 

宇宙連合の第１評議会は、物理世界を持つ多

くの銀河や星団に関わり、その銀河や星団、

もしくは星々の平和を守るための活動を行

います。 

第１評議会の中には、アシュタール連合のよ

うに独自のグループを作って活動している

者達もいますが、彼等も第１評議会の指示の

もとに動いています。 

 

また第１評議会は、スターピープルの説明の

ところでご紹介したように、未発達の星々の

種族を成長させスターピープルへと導く仕

事も行っています。 

この宇宙の中で一つでも多くの種族が愛と

叡智に目覚めて宇宙の平和のために貢献で

きるようにする事が第１評議会の目的でも

あります。 
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第２評議会と第３評議会は、スピリチュアル

な宇宙と物理的な宇宙の創造に当たります。 

 

もちろん物理的な宇宙に関しては、第１評議

会が中心となって創造活動を行うようです

が、第１評議会を指導し、より良い宇宙を創

る事が彼等の仕事でもあります。 

しかしながら、これからのレポートでもご紹

介するように、第４評議会に属する創造主が

闇に落ちてしまった事で、第３評議会、第２

評議会の創造主達も大きな闇に巻き込まれ

る事になりました。 

その結果、第３評議会のほとんどのスターピ

ープル達が闇の世界に閉じ込められ、第３評

議会の仕事が順調におこなわれていないと

いう事態に陥っていました。 

 

 

第４評議会は、スピリチュアル・レベルの宇

宙の創造を行い、物理的な宇宙のひな型を作

り出していきます。 

 

この第４評議会の創造主は、自分が創造する

宇宙の全てを任されているので、自分の考え

だけで独自の宇宙を作り出す事ができます。 

 

 

第５評議会から上の評議会は、物理的な宇宙

の創造には関わりませんが、創造主達を指導

したり、下の階級の創造主が作り出した宇宙

を検査する役目を持つ創造主達の世界です。 

 

第５評議会の創造主達は、宇宙創造に必要な

エネルギーを、第４評議会の創造主達に供給

します。 

第４評議会の創造主が闇に落ち地球の支配

を計画している事が分かると、他の評議会の

創造主やスターピープル達では対応できな
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いので、彼等が中心になって地球の物理世界

を調べ、この創造主達を処理する役目を担っ

てくれました。 
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○光の世界の区分 

 

ここでは、まず光の地球といっても一つでは

なく、光に応じていくつもの地球に分かれて

いる事をお知らせしておきます。 

そして、ここでは大まかに６０％台、７０％

台と書いていますが、本当は、１％単位で世

界が異なっていますが、大まかな区分のみで

説明させていただきます。 

 

地球の光と闇の割合は、およそ光４０％、闇

６０％、現在はもう少し光の割合が多い世界

のようです。 

この割合の世界では、闇の力が強いので、戦

争やテロ、殺人や虐待、人種差別などが起こ

りますが、光の割合が５０％を超えると、戦

争や殺人などもほとんど起こらなくなりま

すが、まだ学びが必要な人には、その学びに

ふさわしい事が起こります。 

 

６０％台になると、愛と調和に満ちた人々が

増えてきますので、人間としての完成を目指

すような学びが始まります。 

しかしそれは争いなどの人を傷つける事で

はなく、どれほど愛を注げるか、とかどれほ

ど人のために尽くせるかなどといった、とて

もポジティブな学びになります。 

また人々も、言葉でなく意思疎通ができるよ

うになりますので、嘘を言ったり、心の中に

隠し事ができなくなるような世界になるか

もしれません。 

そしてさらに大切な事は、スターピープル達

に対する理解が求められるようになります。 

 

光りの世界の区分（極 光りの世界の区分 
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更に光りの度合いが７０％よりも強くなる

と、学びが少なくなり、愛と共に生きるよう

になりますので、争いや差別などもほとんど

起こらずに調和に満ちた世界が繰り広げら

れます。 

生きている人では７０％台が最高クラスに

なるようです。 

更に光りの割合が８０％を超えると、もう物

理世界に生きている人はほとんどいなくな

り、宇宙の運営に関わる仕事を始める事でし

ょう。 

 

それでは、どのような人がどのような世界に

入れるか、創造主の極秘事項ですが、こっそ

りお教えしますので、少しでも上の世界に入

れるよう努力してください。 

またこの事は、私達の主観ですので、違うと

思う人は信じる必要はありません。 

 

 

 

 

 

光９０％

台の世界 

宇宙のマ

スターの

世界 

宇宙の管理者として働くスピリ

チュアルな存在達の世界。 

憎しみや争いなどとは無縁で愛

と調和のみが存在する世界。 

また宇宙の管理者となるべく学
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びを行う世界。 

自らが愛と光りになるために学

びを行うスピリット達の世界。 

 

光８０％

台の世界 

宇宙と地

球に生き

るマスタ

ーの世界 

宇宙のために働くスピリチュル

な領域に生きる人々。 

自らもスターピープルとなり、宇

宙の中にある様々な問題の解決

のために働く事を喜びとしてい

るスピリット達。 

ここに入る人は、宇宙で起きてい

る事を深く理解し、常に真実を求

め努力してきた人。 

地球においては、地球の中にある

不正を知り、それを正すために戦

い、地球と地球に生きうる人々を

自由で平和な者にするために常

に努力してきた人々。 

この地球の闇を知りながらも、憎

しみを捨て愛によって生きてき

た人達。 

人間としてのエゴを捨て、自分の

人生を他人のために奉仕してき

た人達。 

 

 

光７０％

台の世界 

物理的な

光の地球

での指導

者の世界 

光８０％の人達と同じように、地

球の闇と闘い続けてきた人達の

中で、自分のエゴや欲望を捨て、

愛の人として生きる実践を行う

人々。 

またスターピープルの事を深く

知り、彼らと共に働ける人。 

自分の感情に振り回されずに常

にニュートラルな立場にあって

真実を追い求める人 

地球と人の事を、愛をもって考え

行動してきた人達が、肉体を失っ



 
 

145 

た後に行く世界。 

現実世界に生きる人も少数存在

し、地球の人達が光りの世界に行

くためのサポートをスピリチュ

アル・レベル、現実レベルで行う。 

６０％台の世界の学びを終えて

からこの世界に来る事が多いよ

うです。 

 

光６０％

台の世界 

地球では

光の世界

として新

しく生ま

れ た 世

界。 

宇宙意識

に目覚め

るための

世界 

 

６０％台の後半の人は・・・ 

常に正義と愛のために生きてき

た人。 

欲望に振り回されず、欲望と感情

を上手にコントロールできて、自

分の中の光と闇を統合してきた

人。 

スターピープルの事を理解し上

手に付き合う事ができる人 

この世界は、さらに上の世界に行

くための通過点として、肉体をも

って学びを行う人達が入る世界。 

少数民族の人達の仲でも、一般社

会を知りながらも、その社会に毒

されず、常に祈りを行ってきたシ

ャーマンや神官、少数民族の文化

やしきたりを守ってきた人々。 

ここに属する人は、これからの

「光の地球」をしっかりと守護

し、人々を導いていく立場にあ

る。 

 

６０％前半の人は・・ 

光の世界にはいる為の教育が行

われる世界。 

地球や宇宙の仕組みを学ぶため

に生きてきた人達で、さらにその

学びを続ける人。 

しっかりと愛や調和を目指して
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生きてきたが、まだ十分に実現出

来ておらず、自分の中の光と闇も

しっかりと統合できていない人。 

周りの人に対して愛と奉仕の気

持ちを持って生きてきたが、今ま

で宇宙や地球に対しての理解も

十分でなくスターピープルの事

もよく知らない人達が、学びを行

うための場所。 

この世界では争いや戦争、差別や

虐待もなくなり、地球人同士でも

愛に基づいた関係がはじまり、安

らぎと光りに満ちた世界が生ま

れてくる。 

  

光５６％

～５９％

の世界  

光りが多

い学びの

世界 

 

光の度合

いはイラ

ストと異

なります

が、こち

らの度合

いが最新

です 

この世界からがアセンションし

た世界としてスターピープル達

により保護される世界になりま

す。 

今の地球よりはさらに光がある

世界で、戦争や争い、虐待、殺人

などは減り、愛と調和に満ち、自

然破壊などもなくなり環境問題

も解決していく世界となるでし

ょう。 

この世界に行く人は、今の世界で

も良心を持って生きてきた人で、

人の役に立ちたいと考えて生き

た人達です。 

そして、地球人としての進化を望

む人がこの世界に入り、光の世界

へ入るための学びを行います。 

この世界の学びは「愛の実践」で

す。 

宇宙の愛を身につけ、人のために

奉仕する事がこの世界の学びと

なります。 

この世界で学びを終わった人は、
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本格的なアセンションの世界で

ある光６０％以上の世界に生ま

れ変わります。 

 

強い欲望や支配欲を持った人や

人と争う事が好きな人は入れま

せん。 

人をだました人、人に不正を働く

人、自己中心的な人は入れませ

ん。 

 

光５１％

～５５％

の世界  

光と闇の

境界の世

界 

 

光の度合

いはイラ

ストと異

なります

が、こち

らの度合

いが最新

です 

ここは光りの世界と闇の世界の

境界線にあたる世界で、中間の世

界とも呼ばれています。 

現在の地球よりは、光が強くなり

ますので、戦争や虐待などはすこ

しずつ減ります。 

時間がたつにつれ、現在よりはま

ともな政治家や経済人が現れ、社

会の変革も進むでしょう。 

この世界にはいる人は、戦争や支

配、抑圧のある世界を嫌っている

人で、もっと愛に満ちた世界、調

和のある世界に入りたいと考え

ている人達です。 

また他人のために役に達たいと

思い行動している人や他人に親

切にする事が好きな人達がこの

世界に入ってきます。 

ただしこの世界には、狡猾な地球

外存在達もすでに入り込んでい

るので社会の混乱や自然災害も

起こりますので、その様な事を乗

り越えていく事が、この世界の

人々の学びとなります。 

ヒーリングやスピリチュアルな

仕事をしている人でも、人々の幸

福のために働いている人は、この
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世界に入りますが、物欲や支配

欲、名誉欲のためにしている人

は、ここからさらに下の世界に行

く事になります。 

 

光４０％

～５０％

の 世 界 

現在の地

球と同じ

学びの世

界 

 

光の度合

いはイラ

ストと異

なります

が、こち

らの度合

いが最新

です 

ここからが、アセンションとは反

対にディセンションした世界と

なります。 

光４０％台の世界は、今までとほ

とんど変わりない世界で、戦争や

争い、テロ、詐欺、レイプ、傷害

などが日常的に起こっている世

界です。 

経済的な侵略によって、世界の

人々は貧富の差が激しくなり差

別を受けます。 

宗教、技術、論理もすべてが争い

のために利用されます。 

この世界に行く人は、自然災害や

戦争、原発の事故なども含め、現

在の地球が体験する未来をとも

に体験する事になります。 

現状の世界を好みお金儲けやぜ

いたくな生活をしたい人達、人や

自分や他人にたいして不誠実な

生き方をしてきた人達は、この世

界にそのまま残るようです。 

他人を支配しようと思う人、他人

に依存したり、他人支配される事

を好む人もこの世界にとどまり

ます。 

この世界は多くの地球外生命体

達も存在しますので、彼等の支配

をうけず自立していく事が、この

世界の学びとなるでしょう。 

 

光３０％

台の世界 

今の地球よりもさらに闇が多く

なりますので、現在よりも状況が
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闇が多い

学びの世

界 

はるかに悪くなります。 

戦争やテロが多発し、多くの人が

争いや原発事故、自然災害に巻き

込まれ苦難の多い人生を送る事

になるでしょう。 

そして人々はその中で多くの事

を学び目覚めていくための機会

を待つ事になると思います。 

この世界には、多くの欲望に取り

付かれ、他人を支配したり傷つけ

る事を好んで行ってきた人達が

いく世界になると思います。 

 

 

 

 

 

 


